
定
期
考
査
は
必
要
か
？

　
定
期
考
査
を
廃
止
し
、
各
教
科
・
科
目
で
単
元
ご
と
に
実
施
す
る

単
元
テ
ス
ト
を
導
入
す
る
動
き
が
徐
々
に
全
国
の
中
学
校
や
高
校

に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
学
校
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
評
価
方
法

と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
定
期
考
査
で
す
が
、
そ
の
意
義
・
必
要
性

を
問
う
き
っ
か
け
を
学
校
現
場
に
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

が
、
高
校
で
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
現
行
の
学
習
指
導

要
領
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
定
期
考
査
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で

「
知
識
・
技
能
」
を
中
心
に
測
り
、
そ
の
結
果
が
評
定
を
算
出
す
る

上
で
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
知
識
・
技
能
」
以
外
の
観
点
で
も

評
価
す
る
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
実
施
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
て
お
り
、
定
期
考
査
中
心
の
学
習
評
価
の
あ
り
方
に
改
善

の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
特
集
で
は
、
定
期
考
査
が
抱
え
る
問
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
そ

の
解
決
の
糸
口
を
、
事
例
を
通
じ
て
考
え
て
い
く
と
と
も
に
、「
定

期
考
査
は
必
要
か
？
」
と
い
う
問
い
を
探
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部

　統
括
責
任
者

　柏
木
　崇
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  P. 4	 事例１
	 	再チャレンジ可能な単元テストによる評価で、
	 	目標に向けて主体的に学ぶ意欲を育む
	 	 岩手県・私立専修大学北上高校
  P. 8	 事例２
	 	学習評価のあり方を見直す起爆剤として、
	 	全県立高校で定期考査を廃止
	 	 奈良県教育委員会
	 	 実践例●奈良県立橿

かし
原
はら
高校

	 	 教師間の密な対話を通じて評価方法を毎年更新。
	 	 生徒の質問の質が上がり、欠点者が減少
	 	 実践例●奈良県立商業高校
	 	 実技も評価に組み入れ、指導と評価の一体化を推進。
	 	 資格取得率向上にもつながる
  P. 15	 事例３
	 	単元テストと伝統の実力考査で高い目標の実現を支援
	 	 鹿児島県立鶴丸高校
  P. 19	 事例整理
	 	自校の定期考査の現状と課題についての整理が
	 	議論の第一歩
  P. 20	 インタビュー
	 	「よいテスト」は、生徒と教師をつなぐ
	 	学びのコミュニケーションツール
　	 	 名古屋大学大学院教育発達科学研究科　教授　石井秀

ひでとき

宗
  P. 24	高校生座談会
	 	私たちにとって「テスト」とは

特 集
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※Ｑ１・２及びその結果は、ベネッセ教育総合研究所「学習指導調査2022」「学習指導調査2023」を基に編集
部で作成。

期
考
査
を
廃
止
し
て
い
る
高
校
は
現
時
点
で
は
ま
だ
少

な
い
。
だ
が
、
定
期
考
査
を
廃
止
し
た
り
、
実
施
回
数

を
減
ら
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
高
校
は
着
実
に
増
え
て
お
り

（
Ｑ
１
）、
ま
た
、「
指
導
改
善
や
成
績
評
価
の
た
め
に
は
、
定
期

考
査
が
な
く
て
も
単
元
テ
ス
ト
が
あ
れ
ば
よ
い
」
と
考
え
る
教

師
は
40
％
を
超
え
て
い
る
（
Ｑ
２
）。「
現
場
の
教
師
の
声
」
が

示
す
よ
う
に
、
定
期
考
査
の
存
続
に
も
、
定
期
考
査
の
廃
止
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
納
得
で
き
る
理
由
が
存
在
す
る
。

　
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
実
施
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
る
中
、
学
習
評
価
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

定
期
考
査
は
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え

は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
考
え
れ
ば
出
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
生
方
と
と
も
に

考
え
た
い「
問
い
」

自
校
で
は
定
期
考
査
は
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、ど
の
よ
う
な
点
を
考
え
れ
ば
出
る
の
だ
ろ
う
か
。

定 高校教師の定期考査に対する考え

定期考査は必要
●複数の単元が範囲となる定期考査を
実施することで、生徒の深い思考力
を測ることができる。

●定期考査で学習の量、質ともに少し
高めのハードルを設定し、乗り越える
ことが、生徒の成長には必要。

●定期考査期間中や１週間前等は部活
動等の活動の休止や活動時間の短縮
があり、生徒の学習時間が確保される。

●校内順位を知る重要な機会の１つ。

●定期考査期間中はどの生徒も学習に
没頭しやすい環境になる。

定期考査は不要
●全校または学年で一斉に実施するた
め、出題範囲が単元の途中になること
があり、単元ごとの評価が行いにくい。

●考査と考査の間の空きが長く、生徒
の学習上のつまずきの発見や、理解
度の確認の機会として不十分。

●出題範囲が広く、生徒はいわゆる「一
夜漬け」で乗り切り、考査後、学習
した内容を忘れてしまうことがある。

●考査前も含め、定期考査期間中は、
部活動や探究学習等の諸活動を休止
しなくてはいけない。

貴校について、
次のようなことはあてはまりますか。Q1

◎学校全体で、定期考査の回数を減らすことを検討している

2022年
（n=3,153）

2023年
（n=3,244）

9.0%

13.3%

指導改善や
成績評価のためには、
定期考査が欠かせない

指導改善や成績評価のためには、
定期考査がなくても、

単元テストがあればよい

59.6%

57.6%

A B

A の方に近い B の方に近い

40.4%

42.4%

2022年
（n=3,153）

2023年
（n=3,244）

あなたが重視していると思う方はどちらですか。

現場の教師の声

Q2
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専
修
大
学
北
上
高
校
は
、
２
０
２
２
年
度

か
ら
「
未
来
を
創
る
力
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
普
通
科
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

れ
ま
で
の
普
通
科
を
、
探
究
学
習
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（
＊
1
）
を
中
心
に
学
力
の
向
上
を
図
る
デ

ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｄ
Ｌ
）
コ
ー
ス
（
学

問
探
究
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
２
専
攻
）、
福
祉
や
ビ

ジ
ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
な
ど
の
専
門
分
野

を
追
究
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ａ

Ｌ
）
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
に
改
編
。
コ
ー
ス・

専
攻
の
目
的
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開

発
と
と
も
に
、
新
し
い
シ
ラ
バ
ス
（
学
期
シ

ラ
バ
ス
）
の
作
成
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
新
シ
ラ
バ
ス
の
特
徴
は
、
学
習
の
到
達
目

標
を
生
徒
自
身
が
決
め
る
点
に
あ
る
。
教
科・

科
目
ご
と
に
、
基
礎
・
標
準
・
発
展
の
３
つ

の
レ
ベ
ル
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
学
期
ご
と
の

TO
-D
O

、CAN
-D
O

を
シ
ラ
バ
ス
に
明
記
。

生
徒
は
将
来
の
志
望
や
現
状
の
学
力
に
応
じ

て
、
目
指
す
レ
ベ
ル
を
自
分
で
選
ぶ
。
そ
れ

は
生
徒
が
よ
り
主
体
的
に
学
び
に
取
り
組
む

た
め
の
工
夫
だ
。
そ
う
し
た
生
徒
の
主
体
的

な
学
び
の
実
現
を
目
指
す
改
革
の
延
長
線
上

に
、
定
期
考
査
の
廃
止
と
単
元
テ
ス
ト
を
軸

に
し
た
単
元
ご
と
の
評
価
の
導
入
が
行
わ
れ

た
と
、
川
村
俊
彦
副
校
長
は
説
明
す
る
。

　「
各
教
科
・
科
目
の
学
習
の
到
達
目
標
を

生
徒
が
自
分
で
決
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
目
標

に
到
達
す
る
時
期
も
生
徒
に
決
め
さ
せ
て
、

学
び
の
見
通
し
を
持
つ
経
験
を
積
ま
せ
た

い
。
そ
し
て
、
も
し
自
分
が
設
定
し
た
目
標

に
到
達
し
な
か
っ
た
時
は
、
今
の
自
分
は
何

が
で
き
て
、
何
が
で
き
て
い
な
い
の
か
を
自

分
で
把
握
し
、
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
何

度
で
も
挑
戦
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と

考
え
、
評
価
の
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
」

　
か
つ
て
の
同
校
に
お
け
る
総
括
的
評
価
の

中
心
は
、
多
く
の
学
校
と
同
様
、
定
期
考
査

で
実
施
さ
れ
る
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
っ
た
。

定
期
考
査
は
決
め
ら
れ
た
時
期
に
一
斉
に
実

施
さ
れ
る
が
、
部
活
動
で
全
国
レ
ベ
ル
の
活

躍
を
す
る
生
徒
や
探
究
学
習
な
ど
で
校
外
で

の
活
動
に
取
り
組
む
生
徒
、
テ
ス
ト
期
間
中

に
体
調
不
良
に
な
っ
た
生
徒
な
ど
は
、
万
全

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
テ
ス
ト
に
臨
め
る
と

は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
例
え
ば
１
学
期
に
低

い
点
数
を
取
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
時
の
出

題
内
容
を
２
学
期
以
降
に
努
力
し
て
習
得
し

た
と
し
て
も
、
評
価
の
結
果
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
が
定
期
考
査
だ
。

　
さ
ら
に
、
授
業
に
お
け
る
単
元
間
の
切
れ

＊ 1　Problem Based Learning、または Project Based Learning の略。

目
で
定
期
考
査
が
実
施
さ
れ
る
と
は
限
ら

ず
、
単
元
の
途
中
で
定
期
考
査
が
行
わ
れ
る

こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
単
元
で

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
丁
寧
に
評
価

す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
（
図
１
）。

　「
大
切
な
の
は
、生
徒
が
確
実
に
学
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
１
学
期
に

学
習
し
た
単
元
を
２・
３
学
期
に
理
解
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
す
。
本
物
の

学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
定
期

考
査
を
区
切
り
に
し
て
評
価
す
る
の
で
は
な

く
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
を
与
え
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
川
村
副
校
長
）

　
そ
こ
で
同
校
で
は
、
23
年
度
か
ら
普
通
科

Ｄ
Ｌ
コ
ー
ス
の
学
問
探
究
専
攻
で
定
期
考
査

を
廃
止
し
、
各
単
元
の
学
習
後
に
行
う
単
元

テ
ス
ト
を
軸
に
し
た
単
元
ご
と
の
評
価
を
導

入
。
さ
ら
に
、
希
望
す
る
生
徒
に
は
単
元
テ

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
可
能
な
単
元
テ
ス
ト
に
よ
る
評
価
で
、

目
標
に
向
け
て
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
を
育
む

岩
手
県・
私
立
専
修
大
学
北
上
高
校

岩
手
県
・
私
立
専
修
大
学
北
上
高
校
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
普
通
科
の
一
部
の
専
攻
で
定
期
考
査
を
廃
止
し
、
単
元
テ
ス
ト
を
軸
に
し
た
単
元
ご
と
の
評
価
を
導
入
し
た
。

生
徒
が
主
体
的
に
目
標
を
設
定
し
、
学
び
の
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
元
テ
ス
ト
の
再
受
験
を
認
め
、
そ
の
結
果
も
総
括
的
評
価
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
可
能
な
単
元
ご
と
の
評
価
は
、
教
師
や
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

事 例 1
各
教
科
・
科
目
の
到
達
目
標
と

到
達
の
時
期
を
生
徒
が
決
め
る
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ス
ト
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
認
め
る
こ
と
と
し

た
。
23
年
度
は
２
年
次
の
学
問
探
究
専
攻
の

み
で
の
導
入
だ
っ
た
が
、
24
年
度
か
ら
は
１・

２
年
次
の
Ｄ
Ｌ
コ
ー
ス
全
体
に
拡
大
し
た
。

　
評
価
の
考
え
方
は
図
２
の
通
り
だ
。
従
来

は
学
期
ご
と
に
成
績
を
つ
け
て
、
最
後
に
そ

れ
を
足
し
て
学
期
数
（
同
校
は
４
学
期
制
）

で
割
り
、
総
括
的
評
価
を
行
っ
て
き
た
。
当

然
、
一
度
成
績
が
つ
い
た
学
期
の
評
価
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
新
し

い
評
価
の
考
え
方
で
は
、
２
学
期
は
１・
２

学
期
の
成
績
で
、
３
学
期
は
１
～
３
学
期
の

成
績
で
評
価
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
常
に
年

度
内
の
す
べ
て
の
単
元
が
評
価
対
象
と
な

る
。
そ
し
て
、
単
元
ご
と
の
評
価
の
材
料
と

な
る
単
元
テ
ス
ト
の
成
績
は
、
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
よ
っ
て
更
新
可
能
と
し
た
。

　
例
え
ば
、
１
学
期
に
行
っ
た
単
元
１
の
単

元
テ
ス
ト
の
結
果
が
１
０
０
点
満
点
で
40
点

で
あ
っ
て
も
、
２
学
期
や
3
学
期
に
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
80
点
に
な
れ
ば
、
単
元
１
は
80

点
で
評
価
さ
れ
る
。

　「
私
た
ち
が
育
て
た
い
の
は
、
最
初
の
結

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
副
部
長

今
井
智
大 

い
ま
い
・
と
も
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
9
年
目
。
数

学
科
。

教
務
副
部
長

野
村
学 

の
む
ら
・
ま
な
ぶ

同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。
国

語
科
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長

吉
田
俊
哉 

よ
し
だ
・
し
ゅ
ん
や

同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
地

理
歴
史
・
公
民
科
（
公
民
）。

副
校
長

川
村
俊
彦 

か
わ
む
ら
・
と
し
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
3
年
目
。
理

科
（
化
学
）。

これまでの定期考査の課題（「化学基礎」を4学期制で学ぶ場合）図１

再チャレンジが可能な、単元ごとの評価の仕組み図２

課題１）授業における単元間の切れ目で
定期考査が行われるとは限らず、単元の
途中で定期考査が行われることも多いた
め、各単元で育成を目指す資質・能力を
丁寧に評価することが難しい。

課題２）１学期の定期考査が40点だった
とすると、その定期考査の範囲だった単
元の理解度が２学期以降、40点以上になっ
ても、１学期の定期考査の40点は変わら
ず、それが評定に反映されてしまう。

単元1 単元2

物
質
の
分
類

と
分
離

物
質
の
三
態

原
子
の
構
造

電
子
配
置

イ
オ
ン
の
形
成

イ
オ
ン
結
合

共
有
結
合

配
位
結
合
／

金
属
結
合

元
素
の

周
期
的
性
質

分
子
間
に

働
く
力

結
晶
の
性
質

1学期の学習範囲=定期考査範囲
40点

2学期の学習範囲=
定期考査範囲
　60点

1学期 ２学期
単元1 単元２ 単元３ 単元４ 単元５ 単元６

知識・技能 10 
20（再）

20 
30(再）

10 
20（再）

思考・判断・表現 10 
20（再）

20 
40(再）

10 
20（再）

主体的に学習に取り組む態度 10 10 10

単元の素点　計 30 
50

50 
80

40 
50

学期の評点 40
60

1学期 ２学期
単元1 単元２ 単元３ 単元４ 単元５ 単元６

知識・技能 10 20 20 10 10 10
思考・判断・表現 10 20 10 10 10 10
主体的に学習に取り組む態度 10 10 10 10 10 10
単元の素点　計 30 50 40 30 30 30
学期の評点 40 30

再チャレンジ可能な
単元テストで評価

単元テストの再チャ
レンジの実施方法
や時 期は各 教科・
科目によって異な
り、学期を超えて
複数回チャレンジ
できる教 科・科目
もある。

設
立
　
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
・

メ
カ
ニ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
岩
手

大
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
、
岩
手
県
立
大
、
東
京
都
立

大
な
ど
に
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
専
修
大
、
日
本
大
、

早
稲
田
大
、
神
奈
川
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
３
４

人
が
合
格
。

学
校
概
要

１
学
期
の
単
元
テ
ス
ト
の
成
績
が

２
学
期
以
降
の
再
挑
戦
で
更
新

定期考査は必要か？特集
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果
が
40
点
だ
っ
た
と
し
て
も
、
60
点
、
80
点

を
目
指
し
て
努
力
を
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

生
徒
で
す
。
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
っ
て
弱
点

を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
な
ら
、
そ
れ

は
真
の
学
力
が
身
に
つ
い
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
し
、
１
年
間
で
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
、
何
を
身
に
つ
け
た
か
を
正
し
く

見
取
り
、
そ
の
結
果
を
評
定
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
真
の
評
価
の
あ
り
方
だ
と
考
え
て
い

ま
す
」（
川
村
副
校
長
）

　
単
元
テ
ス
ト
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
実
施
方

法
や
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
各
教
科
・
科
目
担
当

に
任
さ
れ
て
い
る
。
川
村
副
校
長
が
担
当
す

る
化
学
で
は
、
毎
週
火
曜
日
を
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
日
と
し
て
、
朝
の
「
専
北
塾
」（
＊
2
）

の
時
間
で
単
元
テ
ス
ト
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

行
っ
て
い
る
（
写
真
）。
生
徒
は
、
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
単
元
を
川
村
副
校
長
に
申
し

出
て
、
川
村
副
校
長
は
そ
の
都
度
、
新
し
い

テ
ス
ト
を
用
意
し
て
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。

　
数
学
の
今
井
智と

も

大ひ
ろ

先
生
の
ク
ラ
ス
は
、
昼

休
み
や
放
課
後
に
単
元
テ
ス
ト
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
受
け
つ
け
て
い
る
。
既
に
８
割
近
い

点
数
が
取
れ
て
い
て
も
、
よ
り
よ
い
成
績
を

目
指
し
て
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
希
望
す
る
生
徒

も
い
る
。
な
お
、
今
井
先
生
は
、
単
元
テ
ス

ト
の
得
点
が
３
割
以
下
の
生
徒
に
は
、
学
力

保
障
の
観
点
か
ら
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
必
須

と
し
て
い
る
。

　
野
村
学
先
生
が
担
当
す
る
国
語
で
は
、
単

元
テ
ス
ト
の
結
果
と
単
元
末
に
課
す
レ
ポ
ー

ト
、
そ
し
て
「
Ｒ
80
」（
＊
３
）
を
材
料
に
、

単
元
ご
と
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
単
元
テ

ス
ト
で
は
主
に
知
識
・
技
能
の
観
点
で
、
単

元
末
レ
ポ
ー
ト
で
は
主
に
思
考
・
判
断
・
表

現
の
観
点
で
評
価
す
る
。
単
元
末
レ
ポ
ー
ト

の
テ
ー
マ
は
、
単
元
で
取
り
上
げ
た
素
材
文

の
内
容
が
、
他
教
科
・
科
目
や
社
会
的
な
ト

ピ
ッ
ク
な
ど
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

を
考
え
さ
せ
る
も
の
に
し
て
い
る
。

　「
当
初
の
単
元
末
レ
ポ
ー
ト
は
、
単
元
で

取
り
上
げ
た
素
材
文
の
内
容
を
振
り
返
る
だ

け
の
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
何
人
か
の
生

徒
が
、
学
ん
だ
内
容
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の

教
科
・
科
目
の
内
容
と
の
関
連
ま
で
言
及
し

た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
き
た
の
で
す
。
教
師

の
想
定
を
超
え
て
生
徒
は
学
び
を
広
げ
ら
れ

る
の
だ
と
気
づ
き
、
単
元
末
レ
ポ
ー
ト
の
テ

ー
マ
を
変
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
生
徒
の

可
能
性
を
知
っ
た
こ
と
で
、
評
価
の
あ
り
方

が
改
善
さ
れ
た
の
で
す
」

　
生
徒
が
持
つ
資
質
・
能
力
の
高
さ
に
気
づ

い
た
野
村
先
生
は
現
在
、
単
元
テ
ス
ト
で
初

見
の
素
材
文
を
使
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

　「
汎
用
的
な
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め

に
は
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
素
材
文
と
は

異
な
る
素
材
文
を
使
っ
た
単
元
テ
ス
ト
を
行

い
、
単
元
の
学
習
目
標
に
到
達
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

実
現
で
き
れ
ば
、
大
学
入
試
に
も
対
応
で
き

る
学
力
を
単
元
テ
ス
ト
を
通
し
て
育
む
こ
と

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
野
村

先
生
）

　
定
期
考
査
の
廃
止
と
単
元
テ
ス
ト
の
実
施

が
決
ま
っ
た
当
初
は
、「
定
期
考
査
が
な
い

と
生
徒
が
集
中
し
て
勉
強
し
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
」「
頻
繁
に
単
元
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
生
徒
が
単
元
テ
ス

ト
の
対
策
に
追
わ
れ
、
疲
弊
す
る
の
で
な
い

か
」
と
い
っ
た
不
安
を
口
に
す
る
教
師
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
声
に
対
し
て
川

村
副
校
長
は
、
定
期
考
査
が
抱
え
て
い
る
問

題
や
、
単
元
テ
ス
ト
を
軸
に
し
た
単
元
ご
と

の
評
価
の
意
義
を
説
き
、
教
師
間
の
共
通
認

識
を
図
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
単
元
テ
ス

ト
の
実
施
が
始
ま
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

生
徒
が
日
常
的
に
学
習
す
る
姿
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
教
師
た
ち
の
考
え
は
変
わ
っ

て
い
っ
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長
の
吉
田
俊し

ゅ
ん

哉や

先
生
は
、
学
校
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
思
い
を
、
教
師
た
ち
が
潜
在
的
に
持

っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

　「
少
子
化
が
進
む
中
、
学
校
の
魅
力
を
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
識

を
、
私
た
ち
教
師
も
少
な
か
ら
ず
持
っ
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
定
期
考
査
の

廃
止
と
単
元
テ
ス
ト
の
実
施
と
い
う
変
化
を

受
け
入
れ
る
素
地
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
定
期
考
査
の
廃
止
と
単
元
テ
ス

ト
の
実
施
は
22
年
度
の
生
徒
募
集
で
も
し
っ

か
り
告
知
し
て
お
り
、
生
徒
は
改
革
が
行
わ

れ
て
い
る
前
提
で
入
学
し
て
い
る
の
で
、
保

護
者
な
ど
か
ら
定
期
考
査
の
廃
止
に
対
す
る

問
い
合
わ
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
定
期
考
査
の
廃
止
や
単
元
テ
ス
ト
の
実
施

＊２　生徒が自分の学びたいこと、深めたいことを大切にして自ら選択し、専門性を高める放課後や長期休業中の学びの場。
＊３　接続詞で結ばれた２文構成かつ80文字以内で活動を振り返る。「R」は、リフレクション（振り返り）とリストラクチャー（再構築）のこと。茨城県立並木中
等教育学校の中島博司元校長が考案。

写真　３年生「化学」の単元テストに再チャレンジする生徒たち。

評
価
と
学
力
に
つ
い
て

議
論
す
る
中
で
不
安
が
払
拭

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
方
法・時
期
は

教
科・
科
目
ご
と
に
決
定
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が
教
師
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
単

元
ご
と
に
評
価
す
る
こ
と
の
意
義
を
し
っ
か

り
伝
え
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
と
、
川
村
副

校
長
は
振
り
返
る
。

　「
そ
の
場
し
の
ぎ
で
は
な
い
真
の
学
力
を

生
徒
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
、
ど

の
教
師
も
同
じ
で
す
。
定
期
考
査
の
廃
止
や

単
元
テ
ス
ト
の
実
施
と
い
う
手
法
論
か
ら
入

る
の
で
は
な
く
、
評
価
の
目
的
や
生
徒
に
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
学
力
を
何
よ
り
も
優
先
し

て
伝
え
た
か
ら
こ
そ
、
教
師
間
の
共
通
認
識

が
図
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
一
つ
ひ
と
つ
の
単
元
を
ど
の
よ
う
に
教
え

る
の
か
を
、
教
師
が
よ
り
深
く
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
成
果
の
１
つ
だ
。

　「
単
元
ご
と
の
評
価
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
そ
の
単
元
を
通
し
て
生
徒
に
ど

の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
か
、
そ

の
た
め
に
ど
ん
な
学
習
に
取
り
組
ま
せ
、
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
、
授
業
計
画
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
練
り
、
見
通
し
を
持
っ
て
各

単
元
に
入
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

（
野
村
先
生
）

　
学
期
シ
ラ
バ
ス
を
基
に
単
元
シ
ラ
バ
ス

（
図
３
）
を
作
成
す
る
教
科
・
科
目
も
出
て

き
て
お
り
、
授
業
改
善
の
ス
ピ
ー
ド
は
さ
ら

に
上
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
単
元
ご
と
に
丁
寧
に
評
価
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
生
徒
の
資
質
・
能

力
を
見
取
る
教
師
の
力
が
高
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
と
、
吉
田
先
生
は
語
る
。

　「
単
元
ご
と
の
評
価
を
実
施
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
評
価
方
法
の
引
き
出
し
が
自

分
の
中
で
増
え
て
い
ま
す
。
私
が
担
当
す
る

公
民
科
で
は
、
単
元
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
機
会

を
充
実
さ
せ
た
の
で
す
が
、『
こ
の
生
徒
は

こ
ん
な
深
い
洞
察
を
す
る
の
か
』
な
ど
と
驚

か
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。
定
期
考
査

で
出
し
て
い
た
よ
う
な
問
題
で
は
見
逃
し
て

い
た
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
単
元
テ
ス
ト
の
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
時
間
を
い
か
に
確
保
す
る
か
だ
。

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
希
望
制
の
た
め
、
授
業
中

に
行
う
の
は
難
し
く
、
現
状
は
朝
の
専
北
塾

の
時
間
や
昼
休
み
、
放
課
後
に
行
っ
て
い
る
。

生
徒
と
教
師
双
方
の
負
荷
を
軽
減
す
る
た

め
、Classi

（
＊
４
）を
活
用
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｔ（
＊

５
）
形
式
で
の
実
施
も
い
く
つ
か
の
教
科
・

科
目
で
始
ま
っ
て
い
る
。

　
単
元
ご
と
の
評
価
の
実
施
を
契
機
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合

っ
て
い
き
た
い
と
、
川
村
副
校
長
は
語
る
。

　「
単
元
テ
ス
ト
を
軸
に
し
た
単
元
ご
と
の

評
価
や
単
元
テ
ス
ト
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実

施
す
る
目
的
は
、
生
徒
が
自
分
で
立
て
た
目

標
を
達
成
し
よ
う
と
学
び
に
向
か
う
マ
イ
ン

ド
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
目
標
と

現
状
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
生
徒
を
見
逃
す
こ

と
な
く
、
教
科
担
当
の
教
師
が
個
別
に
面
談

を
行
い
、
学
習
状
況
を
生
徒
と
一
緒
に
検
証

し
て
、
学
習
方
法
の
見
直
し
や
単
元
テ
ス
ト

の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
勧
め
る
な
ど
、
生
徒
の

主
体
的
な
学
び
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

＊４　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
＊５　Computer-Based Testing の略。コンピューター上で実施する試験。

※学校資料を基に編集部で作成。

単元シラバスの例（「化学基礎」）図３

１つの単元をどのように展開・指導し、評価していくか、学びのストーリーを教師が描くために単元シラバスを
活用したいと考えている。その際、進度やレベルだけでなく、講義中心か、生徒の活動中心かなど、学びのス
タイルも意識する。今後、評価の観点や評価方法も単元シラバスに加え、単元シラバスを練り上げていく考えだ。

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う

教
科
面
談
を
充
実
さ
せ
る

定期考査は必要か？特集
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奈
良
県
教
育
委
員
会（
以
下
、県
教
委
）は
、

２
０
２
１
年
度
の
２
学
期
に
、
22
年
度
入
学

生
か
ら
定
期
考
査
を
廃
止
す
る
こ
と
を
、
全

県
立
高
校
に
伝
え
た
。
学
習
評
価
に
お
い
て

多
く
の
学
校
が
高
い
比
重
を
置
い
て
い
る
定

期
考
査
を
廃
止
す
れ
ば
、
必
然
的
に
評
価
方

法
を
見
直
す
こ
と
に
な
る
。
ひ
い
て
は
、
授

業
を
ど
う
展
開
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
に
至
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た

ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
、
高
校
教
育
課
の
辰
巳

理
恵
子
課
長
補
佐
は
語
る
。

　「
22
年
度
入
学
生
か
ら
実
施
さ
れ
た
学
習

指
導
要
領
で
は
、『
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
』
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
本
県
は
各
校
が
そ
れ
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
教
員
研
修
な
ど
を
通
じ
て
支

援
を
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、多
面
的
・
総

合
的
な
評
価
が
浸
透
せ
ず
、
授
業
改
善
は
な

か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
の
が
実
態
で
し
た
。

そ
こ
で
、
教
師
が
自
分
の
指
導
計
画
や
評
価

観
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
、
定

期
考
査
の
廃
止
を
打
ち
出
し
た
の
で
す
」

　
そ
の
方
針
に
、学
校
現
場
か
ら
は
戸
惑
い

や
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。県
教
委
が
、校
長

会
や
教
務
主
任
会
、授
業
研
究
会
な
ど
で
繰

り
返
し
説
明
し
た
の
は
、定
期
考
査
の
廃
止

は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
り
、指
導
と
評
価

の
一
体
化
を
図
り
、観
点
別
学
習
状
況
の
評

価（
以
下
、観
点
別
評
価
）を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、授
業
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
ほ
し
い

と
い
う
点
だ
っ
た
。そ
し
て
、ス
ク
ー
ル
・
ポ

リ
シ
ー
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
指
導
計
画
を
立

て
、
３
つ
の
観
点
で
生
徒
の
学
習
状
況
を
評

価
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
た
。

　
ま
た
、
評
価
方
法
を
校
内
・
教
科
内
で
議

論
し
た
結
果
、
複
数
の
単
元
を
ま
た
い
で
評

価
す
る
こ
と
が
適
切
な
の
で
あ
れ
ば
、
各
教

科
・
科
目
で
「
総
括
テ
ス
ト
」
を
実
施
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
総
括
テ
ス
ト
を
学
年

で
ま
と
め
て
実
施
す
る
方
が
よ
い
と
判
断
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
１
つ
の
方
法
だ
と
示
し

た
。
た
だ
し
、
テ
ス
ト
期
間
を
設
け
て
も
、

そ
れ
は
従
来
の
定
期
考
査
と
位
置
づ
け
が
異

な
り
、
あ
く
ま
で
も
「
総
括
テ
ス
ト
」
で
あ

る
こ
と
、
テ
ス
ト
の
実
施
日
に
は
テ
ス
ト
だ

け
で
な
く
授
業
な
ど
も
行
う
こ
と
と
し
た
。

　「
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
多
様

な
評
価
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
授

業
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
し

た
」（
辰
巳
課
長
補
佐
）

　
さ
ら
に
県
教
委
は
、
各
校
に
電
子
黒
板
や

W
i-Fi

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
。
生
徒

が
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
（
＊
１
）
で
１
人
１
台
端
末
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
授
業
改

善
や
学
習
評
価
の
実
践
を
後
押
し
し
た
。

＊１　Bring Your Own Device の略。個人が所有するパソコン、タブレット、スマートフォンなどを、職場や学校に持ち込み、業務や学習に使用すること。

高
校
教
育
課
教
育
改
革
推
進
係

係
長喜多

教
人 

き
た
・
の
り
ひ
と

県
教
委
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

高
校
教
育
課
課
長
補
佐

辰
巳
理
恵
子 

た
つ
み
・
り
え
こ

県
教
委
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

学
習
評
価
の
あ
り
方
を
見
直
す
起
爆
剤
と
し
て
、

全
県
立
高
校
で
定
期
考
査
を
廃
止

奈
良
県
教
育
委
員
会

奈
良
県
教
育
委
員
会
は
、
２
０
２
２
年
度
入
学
生
か
ら
全
県
立
高
校
で
定
期
考
査
を
廃
止
し
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
各
校
が
自
校
の
学
習
評
価
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
観
点
別
学
習

状
況
の
評
価
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
学
習
評
価
の
主
軸
で
あ
る

定
期
考
査
の
廃
止
を
各
校
は
ど
う
捉
え
、
学
習
評
価
の
方
針
や
方
法
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
。
県
教
委
と
普
通
科
高
校
、
商
業
高
校
に
話
を
聞
い
た
。

事 例 2
授
業
改
善
を
促
進
す
る
た
め
、

評
価
方
法
を
転
換

県
立
高
校
数
　
全
日
制
28
校
、
定
時
制
４
校
、
通
信
制
２
校

生
徒
数
　
約
１
万
９
０
０
０
人

教
員
数
　
約
１
５
７
０
人

奈
良
県
概
要
（
２
０
２
３
年
度
現
在
）
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23
年
度
に
県
教
委
が
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
す
べ
て
の
県
立
高
校
で
中
間
考
査
が
廃

止
さ
れ
て
い
た
。
期
末
考
査
の
時
期
に
総
括

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
学
校
は
多
い
も
の
の
、

単
元
テ
ス
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
、
発

表
な
ど
、
多
様
な
方
法
で
学
習
評
価
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
高
校
教
育
課

教
育
改
革
推
進
係
の
喜
多
教の

り
ひ
と人
係
長
は
、
ど

の
学
校
も
校
内
で
議
論
を
重
ね
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
学
習
評
価
を
実
施
し
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
た
と
語
る
。

　「
22
年
度
の
実
践
を
通
じ
て
把
握
し
た
課

題
に
23
年
度
は
取
り
組
ん
だ
と
い
う
話
を
多

く
の
学
校
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、『
単

元
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
教
師
も
生

徒
も
負
担
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
校
内
で
話

し
合
い
、
実
施
方
法
を
見
直
し
た
』
と
い
っ

た
声
で
す
。
こ
れ
ま
で
教
師
は
何
事
も
個
人

で
取
り
組
む
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
校

と
も
、
教
科
内
や
学
年
内
の
教
師
間
で
議
論

し
た
上
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
指
導
や
評
価
の
改
善
を
図
る
上
で
大

切
な
こ
と
で
あ
り
、
新
た
な
方
法
で
の
学
習

評
価
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
県
教
委
は
今
後
、
授
業
改
善
の
延
長
線
上

に
あ
る
探
究
学
習
の
充
実
を
支
援
し
て
い
く

考
え
だ
。

　
奈
良
県
立
橿
原
高
校
は
、
奈
良
県
の
中
部

に
位
置
す
る
地
域
の
進
学
校
だ
。
学
習
評
価

は
、
21
年
度
ま
で
は
お
お
む
ね
定
期
考
査
７

割
、
平
常
点
３
割
の
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

県
教
委
の
方
針
を
受
け
て
、
教
務
部
と
教
科

主
任
会
が
連
携
し
、
新
た
な
学
習
評
価
の
あ

り
方
を
検
討
し
た
。

　
ま
ず
は
教
務
部
で
原
案
を
作
成
し
、
教
科

主
任
会
で
提
案
。
各
教
科
会
で
原
案
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
出
た
意
見

を
教
科
主
任
会
で
整
理
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
修
正
案
を
教
務
部
が
作
成
し
て
教
科
主
任

会
で
再
び
提
案
し
、
各
教
科
会
で
修
正
案
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
１
回
の
教
科
主
任
会
で

２
〜
３
時
間
話
し
合
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
う
し
た
工
程
を
繰
り
返
し
た
結
果
、

22
年
度
入
学
生
か
ら
の
学
習
評
価
は
次
の
通

り
と
し
た
。

•

定
期
考
査
は
実
施
し
な
い
。

•

３
つ
の
観
点
別
に
＋Ａ
Ａ
Ｂ
＋Ｃ
Ｃ
の
５
段
階

（
24
年
度
か
ら
は
３
段
階
）
で
評
価
。

•

１
つ
の
単
元
の
学
習
状
況
を
複
数
の
材
料

で
評
価
し
、
各
学
期
末
に
は
各
単
元
の
評

価
結
果
を
総
括
し
て
、
各
学
期
の
評
価
を

つ
け
る
。
そ
の
際
は
＋Ａ
Ａ
Ｂ
＋Ｃ
Ｃ
を
数
値

化
し
、
５
段
階
の
評
定
に
総
括
す
る
。

•

評
価
方
法
は
、
単
元
テ
ス
ト
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
な
ど
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
評
価
す
る
か
は
、
各
教
科
・
科

目
で
決
め
る
。

•

単
元
テ
ス
ト
な
ど
は
、
各
教
科
・
科
目
の

授
業
内
で
実
施
。
実
施
時
期
や
試
験
時
間

な
ど
は
各
教
科
・
科
目
で
決
め
る
。

　
22
年
度
入
学
生
の
定
期
考
査
は
廃
止
と
し

た
が
、
22
年
度
は
２・
３
年
生
の
期
末
考
査

の
期
間
に
総
括
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
教
務

部
長
の
上
田
裕ひ

ろ
ふ
み史
先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
定
期
考
査
を
す
べ
て
や
め
る
こ
と
に
、

教
師
か
ら
は
不
安
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
総
括
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
評
価
材
料
の
１
つ

の
扱
い
と
し
、
全
体
の
中
で
の
比
重
を
大
き

く
し
な
い
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
た
」

教
務
部

石
原
嵩 

い
し
は
ら
・
し
ゅ
う

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
数
学

科
。
情
報
科
。

教
務
部

西
田
優
輝 

に
し
だ
・
ゆ
う
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
。

教
務
部
長

上
田
裕
史 

う
え
だ
・
ひ
ろ
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
数
学

科
。

校
長山内

祐
司 

や
ま
う
ち
・
ゆ
う
じ

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

設
立
　
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
大
阪

教
育
大
、
奈
良
教
育
大
、
大
阪
公
立
大
、
奈
良
県
立
医
科

大
な
ど
に
15
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
関
西
大
、

近
畿
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
６
５
２
人
が
合
格
。

学
校
概
要

１
年
目
は
期
末
考
査
の
期
間
に

総
括
テ
ス
ト
を
実
施

奈
良
県
立
橿か

し
は
ら原

高
校

教
師
間
の
密
な
対
話
を
通
じ
て

評
価
方
法
を
毎
年
更
新
。生
徒
の
質
問
の

質
が
上
が
り
、欠
点
者
が
減
少

実践 例

教
師
間
で
議
論
し
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
る

定期考査は必要か？特集
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22
年
度
の
実
践
を
踏
ま
え
て
、
同
年
度
末

に
は
23
年
度
の
学
習
評
価
の
あ
り
方
が
検
討

さ
れ
た
。
当
時
の
校
長
と
教
務
部
で
検
討
し

た
結
果
、
学
期
末
の
総
括
テ
ス
ト
も
廃
止
す

る
こ
と
を
教
科
主
任
会
に
提
案
し
た
。
し
か

し
、「
ま
と
ま
っ
た
範
囲
を
出
題
す
る
こ
と
も

大
事
で
は
な
い
か
」と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

　
そ
こ
で
教
務
部
が
提
案
し
た
の
が
、「
橿
高

チ
ャ
レ
ン
ジ
」。そ
れ
は
、総
括
テ
ス
ト
を
22

年
度
と
同
様
に
実
施
し
、テ
ス
ト
後
の
１
週
間

を
テ
ス
ト
の
結
果
に
応
じ
た
学
習
に
取
り
組

む「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク
」と
す
る

も
の
。総
括
テ
ス
ト
を
生
徒
の
学
習
改
善
に

確
実
に
つ
な
げ
る
た
め
の
方
策
だ
っ
た
。そ

れ
が
教
科
主
任
会
で
了
承
さ
れ
、23
年
度
の

６
月
・
11
月
の
行
事
予
定
に
組
み
込
ま
れ
た
。

　
６
月
、
３
日
間
に
わ
た
り
、
午
前
の
３
コ

マ
で
総
括
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
午
後
は
通

常
授
業
だ
っ
た
が
、
生
徒
か
ら
「
翌
日
の
テ

ス
ト
が
気
に
な
っ
て
、
午
後
の
授
業
に
集
中

で
き
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
数
上
が
っ
た
。

　「
総
括
テ
ス
ト
は
あ
く
ま
で
評
価
材
料
の

１
つ
で
す
が
、
多
く
の
生
徒
が
定
期
考
査
と

同
じ
重
み
で
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
11
月
の
実
施
形
態
を
見
直
す
こ
と
に
し

ま
し
た
」（
上
田
先
生
）

　
11
月
の
橿
高
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
総
括
テ
ス

ト
を
11
月
中
旬
の
７
日
間
、
各
日
１
時
限
目

の
み
で
の
実
施
と
し
、
翌
週
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク
と
し
た
。
テ
ス
ト
を
希
望

し
な
か
っ
た
地
理
歴
史
科
な
ど
の
３
教
科
以

外
が
実
施
し
た
が
、
６
月
の
時
の
よ
う
な
声

は
生
徒
か
ら
上
が
ら
な
か
っ
た
。

　
３
学
期
の
橿
高
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
11
月
と
同

じ
実
施
形
態
と
し
た
が
、
テ
ス
ト
を
希
望
す

る
教
科
が
な
く
、
実
施
し
な
か
っ
た
。
３
学

期
は
授
業
日
が
少
な
く
、
単
元
テ
ス
ト
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
な
ど
で
十
分
に
評
価
で

き
る
と
各
教
科
が
判
断
し
た
た
め
だ
っ
た
。

　
23
年
度
末
に
は
、
24
年
度
の
橿
高
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
実
施
形
態
が
検
討
さ
れ
た
。
実
施
時

期
は
23
年
度
と
同
じ
く
６
月
と
11
月
に
設

定
。
期
間
中
は
45
分
授
業
と
し
、そ
れ
に
よ
っ

て
捻
出
し
た
朝
の
30
分
間
で
テ
ス
ト
を
行

い
、
翌
週
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク

と
し
た
。
し
か
し
、
実
施
を
検
討
す
る
と
し

た
教
科
は
、
家
庭
科
と
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

を
実
施
予
定
の
英
語
科
の
み
で
、
そ
の
他
の

教
科
は
単
元
テ
ス
ト
な
ど
で
評
価
で
き
る
と

い
う
判
断
だ
っ
た
。

　「
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
は
ク
ラ
ス
ご
と
に

行
う
よ
り
も
、
一
斉
に
実
施
す
る
方
が
音
漏

れ
な
ど
で
他
の
ク
ラ
ス
に
迷
惑
を
か
け
な
い

で
済
む
と
、
英
語
科
か
ら
希
望
が
あ
り
ま
し

た
。
１
〜
２
科
目
で
あ
れ
ば
、
実
施
期
間
を

設
け
な
く
て
も
、
時
間
割
の
変
更
で
対
応
が

可
能
で
す
。
現
在
は
（
５
月
上
旬
の
取
材
時

点
）
橿
高
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
実
施
の
有
無
も
含

め
、
ど
の
よ
う
な
実
施
形
態
に
す
る
か
検
討

中
で
す
」（
上
田
先
生
）

　
ま
た
、
根
強
く
あ
っ
た「
単
元
ご
と
の
テ

ス
ト
で
大
学
入
試
に
対
応
す
る
力
が
つ
く
の

か
」と
い
う
意
見
に
対
し
て
は
、１・
２
年
次

の
模
擬
試
験
の
回
数
を
増
や
す
こ
と
に
し
た

（
図
１
）。

　
定
期
考
査
の
廃
止
を
受
け
て
、
各
教
科
・

科
目
は
、
新
た
な
評
価
方
法
を
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
っ
た
の
か
。

　
地
理
歴
史
科
の
西
田
優
輝
先
生
は
、
以
前

か
ら
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
る
た
め
の

評
価
方
法
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
の
経
験
か

ら
、
単
元
テ
ス
ト
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

と
同
じ
出
題
形
式
と
し
、
資
料
か
ら
読
み
取

れ
る
こ
と
を
文
章
の
選
択
肢
か
ら
選
ぶ
形
を

中
心
に
出
題
（
図
２
）。
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て

選
択
肢
の
順
序
を
変
更
す
る
な
ど
、
正
解
の

選
択
肢
の
番
号
を
暗
記
し
て
も
意
味
が
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
単
元
テ
ス
ト
は
、理
解
し
て
い
る
点
と
し

て
い
な
い
点
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
だ

と
、生
徒
に
常
々
伝
え
て
い
ま
す
。
橿
高
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
も
、テ
ス
ト
は
30
分
間
と
し
、残

り
15
分
間
は
解
答
を
配
布
し
て
、自
己
採
点

教師から多く上がった意見と、教務部の対応図１

「単元テストは学年で一斉に行わないた
め、問題が他のクラスに漏洩し、公平

性に欠けるのではないか」
「学習評価は、生徒一人ひとりの学習目
標の到達度を測るものであり、他者との

比較ではなく、授業の内容を理解したかどうかを確
認するために実施するものである」と、学習評価の
趣旨を丁寧に説明。また、多面的評価のため、評価
の機会が複数回あり、不正を犯す意味がないことも
伝えた。そして、事前に問題を開示するなど、問題が
漏洩したとしても評価に影響がない方法を示した。

「単元ごとの短時間のテストで、大学入
試に対応する力が身につくのか」
まず、「教科・科目の学習目標の到達度
を測るためには、ペーパーテスト以外

に、パフォーマンス課題やレポートなどが必要で
はないか」と説明すると、それには賛同を得られた。
そして、「大学入試に対応する学力も、授業で育む
ものではないか」と問いかけた。進路指導部と協
議して、特別講座や模擬試験を増やすことで、試
験慣れや解答テクニックの習得に対応するとして、
理解を得た。

※取材を基に編集部で作成。

意見

意見

教務部

教務部

担
当
教
師
間
で
こ
ま
め
に
話
す
中
で
、

評
価
方
法
を
軌
道
修
正

２
年
目
に「
橿
高
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を

実
施
す
る
も
、３
年
目
に
再
検
討
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と
見
直
し
の
時
間
と
し
ま
し
た
」（
西
田
先
生
）

　「
歴
史
総
合
」
の
担
当
教
師
は
西
田
先
生

を
含
め
て
２
人
。
西
田
先
生
が
授
業
や
課
題

の
案
を
作
成
し
、
も
う
１
人
の
担
当
教
師
と

検
討
。
評
価
規
準
も
す
り
合
わ
せ
て
い
る
。

　「
単
元
テ
ス
ト
以
外
に
も
、授
業
プ
リ
ン
ト

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
な
ど
、評
価
材
料

は
複
数
あ
る
た
め
、橿
高
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
２

回
目
は
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。定
期
考
査

を
実
施
し
な
い
学
習
評
価
は
初
め
て
の
経
験

で
あ
り
、計
画
通
り
に
進
む
と
は
限
り
ま
せ

ん
。担
当
教
師
間
で
こ
ま
め
に
話
し
て
、微

調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
」（
西
田
先
生
）

　
数
学
科
で
は
、
単
元
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト

な
ど
を
評
価
材
料
と
し
て
い
る
。
試
行
錯
誤

の
末
、
各
節
末
に
あ
る
演
習
問
題
を
単
元
テ

ス
ト
に
す
る
こ
と
に
し
た（
図
３
）。
数
学
科

の
石
原
嵩し

ゅ
う

先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
定
期
考
査
の
代
わ
り
の
評
価
材
料
を
集

め
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
、単
元
テ
ス

ト
の
実
施
回
数
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、教
師
に
も
生
徒
に
も
負
担
が
大
き
く
、

１
年
目
に
す
ぐ
に
見
直
し
ま
し
た
。元
々
、定

期
考
査
の
問
題
は
節
末
に
あ
る
演
習
問
題
の

中
か
ら
出
し
て
い
た
の
で
、そ
れ
を
評
価
材

料
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。演
習
問
題
に

は
普
段
は
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ま
せ
ま
す

が
、単
元
テ
ス
ト
の
時
は
１
人
で
解
答
さ
せ

ま
す
。指
導
と
評
価
が
直
結
し
ま
す
し
、評
価

は
３
段
階
と
し
て
い
る
の
で
、
評
価
に
さ
ほ

ど
時
間
が
か
か
ら
な
い
の
も
よ
い
点
で
す
」

　
以
前
は
定
期
考
査
が
評
価
の
７
割
を
占
め

て
い
た
た
め
、
提
出
物
な
ど
を
学
年
で
統
一

し
な
く
て
も
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今

は
、
科
目
の
担
当
教
師
間
で
頻
繁
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　「
科
目
ご
と
に
設
け
た
リ
ー
ダ
ー
が
、
担

当
教
師
に
声
を
か
け
、
単
元
テ
ス
ト
や
評
価

規
準
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
単
元
テ
ス
ト
の
実
施
日
が
大
幅
に

ず
れ
な
い
よ
う
、
授
業
進
度
の
調
整
な
ど
も

し
て
い
ま
す
」（
石
原
先
生
）

　
入
学
時
か
ら
定
期
考
査
が
な
か
っ
た
生
徒

は
、
今
年
度
３
年
生
と
な
っ
た
。
石
原
先
生

は
、
生
徒
に
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
が
身
に
つ

い
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　「
以
前
は
、定
期
考
査
の
前
に『
対
策
プ
リ

ン
ト
を
く
だ
さ
い
』と
言
い
、一
夜
漬
け
で

考
査
を
し
の
ぐ
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。今
は
、授
業
後
に『
こ
の
問
題
の
こ

こ
が
分
か
ら
な
い
』と
、具
体
的
な
質
問
を

す
る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
し
、継
続
的
に
学

習
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。た
だ
、

そ
れ
が
つ
ら
い
と
い
う
生
徒
も
い
る
た
め
、

そ
う
し
た
生
徒
へ
の
支
援
が
課
題
で
す
」

　
ま
た
、
課
題
が
あ
る
生
徒
は
単
元
ご
と
に

支
援
す
る
た
め
、
欠
点
と
な
る
生
徒
が
大
幅

に
減
っ
た
。
例
え
ば
数
学
科
で
は
、
以
前
は

各
学
期
に
10
人
程
度
、
欠
点
と
な
る
生
徒
が

い
た
が
、
今
は
１
〜
２
人
だ
。

　
保
護
者
の
新
し
い
評
価
方
法
へ
の
理
解

も
、
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
。
22
年
度
入
学

時
に
学
習
評
価
の
方
針
を
説
明
し
た
後
も
、

面
談
な
ど
で
度
々
単
元
テ
ス
ト
の
問
題
漏
洩

や
生
徒
へ
の
負
担
感
増
な
ど
の
懸
念
の
声
が

上
が
っ
た
。
そ
の
度
に
担
任
が
、
学
習
評
価

の
趣
旨
や
評
価
方
法
の
工
夫
な
ど
を
丁
寧
に

説
明
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
た
。
　

　
23
年
度
ま
で
県
教
委
の
教
育
次
長
な
ど
を

務
め
て
い
た
山
内
祐
司
校
長
は
、
現
状
と
今

後
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
一
連
の
改
革
に
よ
り
、『
生
徒
は
定
期
考

査
が
あ
る
か
ら
勉
強
す
る
』
と
い
っ
た
生
徒

観
が
、
教
師
の
中
で
変
化
し
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
生
徒
は
自
身
の
理
解
度
を
把
握
し
て

学
習
を
工
夫
す
る
よ
う
に
な
り
、
教
師
の
授

業
改
善
も
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
指
導

と
評
価
の
一
体
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
現

在
の
方
向
性
を
維
持
し
、
よ
り
よ
い
実
践
に

向
け
て
検
討
と
工
夫
を
重
ね
て
い
き
ま
す
」

「歴史総合」の学習評価　概要図２

評価材料 単元テスト、授業プリント、パフォーマンス課題など

単元テスト

大学入学共通テストの出題形式を踏まえて、問題文
の中で設定する場面は教師と生徒、生徒同士の会話
などとし、解答は文章の選択肢から選ぶ問題を基本
とする。

パフォー
マンス課題

東欧や中東など、生徒になじみがない国を扱う場合、
「先生が行きたいと思うようなスライドを作成する」と
いった課題を出す。

橿高
チャレンジ

2023年度の１学期のみ実施。試験30分間、自己採
点15分間とし、すぐに試験の結果を振り返られるよ
うにした。

＊取材を基に編集部で作成。

数学科の学習評価　概要図３

評価材料 単元テスト、レポート、単元テストの再提出など

単元テスト

節末で行う演習問題を単元テストにしている。試験
時間は20分間程度。基礎問題と応用問題の両方を
出し、例えば５問中、基本問題が２問できただけなら
Ｃ評価、応用問題ができたらＢ評価、全問できたら
Ａ評価とする。返却後、解き直して再提出をした場合、
「主体的に学習に取り組む態度」で加点。

※取材を基に編集部で作成。

主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
が
身
に
つ
き
、

授
業
後
の
質
問
が
よ
り
具
体
的
に

定期考査は必要か？特集
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奈
良
県
立
商
業
高
校
は
、
県
立
で
唯
一
の

単
独
の
商
業
高
校
と
し
て
21
年
度
に
開
校
し

た
。
前
身
の
奈
良
県
立
奈
良
情
報
商
業
高
校

な
ど
か
ら
引
き
継
い
だ
伝
統
の
商
業
教
育
に

強
み
が
あ
り
、
日
商
簿
記
１
級
や
公
認
会
計

士
を
始
め
と
す
る
難
関
資
格
に
挑
戦
す
る
生

徒
を
支
援
し
、
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
24

年
度
か
ら
は
、日
本
商
業
教
育
振
興
会
「
ス
ー

パ
ー
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」
の
指
定
校
と
な
っ
た
。

　
同
校
で
は
、
県
教
委
の
方
針
を
受
け
て
、

教
務
部
主
体
で
自
校
の
学
習
評
価
の
あ
り
方

を
検
討
し
た
。
教
務
主
任
の
髙た

か
た
に谷
伸
也
先
生

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
県
教
委
が
示
し
た
学
習
評
価
の
方
針
は
、

22
年
度
入
学
生
か
ら
が
対
象
と
な
る
も
の
で

し
た
の
で
、
学
校
全
体
で
改
革
意
識
を
持
て

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
管
理
職

と
教
務
部
が
新
し
い
学
習
評
価
の
枠
組
み
を

作
り
、
各
教
科
に
説
明
し
ま
し
た
」

•

１
つ
の
単
元
を
２
観
点
以
上
で
評
価
。
学

期
内
で
扱
う
単
元
を
３
つ
の
観
点
で
評
価

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

•

評
価
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
段
階
。
数
値
で
は
表

記
し
な
い
。

•

学
期
内
で
扱
っ
た
単
元
の
評
価
を
、
観
点

ご
と
に
平
均
を
出
し
て
そ
の
学
期
の
評
価

と
す
る
。

•

中
間
考
査
は
廃
止
。
総
括
テ
ス
ト
は
期
末

考
査
を
実
施
し
て
い
た
時
期
に
年
３
回
実

施
。
実
施
は
各
教
科
・
科
目
の
任
意
。
総

括
的
評
価
の
材
料
と
し
て
必
要
な
の
で
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。
た
だ
し
、
定
期
考
査

の
よ
う
に
高
い
比
重
を
置
か
な
い
。

•

単
元
テ
ス
ト
、
総
括
テ
ス
ト
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
、
実
技
、
振
り
返
り
な
ど
、

複
数
の
評
価
材
料
を
使
っ
て
評
価
す
る
。

　
中
間
考
査
の
廃
止
に
は
戸
惑
い
の
声
が
教

師
か
ら
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
22
年
度
の
１
学

期
は
、
２・
３
年
生
に
中
間
考
査
を
行
う
期

間
に
、
１
年
生
に
は
単
元
テ
ス
ト
を
全
教
科・

科
目
で
一
斉
に
実
施
し
た
。

　「
単
元
テ
ス
ト
は
午
前
に
実
施
し
、
午
後

は
学
校
行
事
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
作
問

や
授
業
進
度
の
調
整
な
ど
、
教
師
の
負
担
が

大
き
か
っ
た
た
め
、
２
学
期
か
ら
は
単
元
テ

ス
ト
を
全
教
科
・
科
目
が
一
斉
に
実
施
す
る

こ
と
は
や
め
ま
し
た
」（
髙
谷
先
生
）

　
新
し
い
学
習
評
価
の
枠
組
み
を
浸
透
さ
せ

る
上
で
徹
底
し
た
の
は
、
１
０
０
点
な
ど
の

数
値
で
は
な
く
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
段
階
で
評
価

す
る
こ
と
へ
の
意
識
の
転
換
だ
っ
た
。
そ
れ

ま
で
１
点
刻
み
で
評
価
し
て
い
た
た
め
、
教

師
か
ら
「
３
段
階
の
評
価
で
本
当
に
よ
い
の

か
」
と
い
っ
た
声
が
度
々
上
が
っ
た
。
髙
谷

先
生
は
そ
の
都
度
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

　「
観
点
別
評
価
は
、
他
の
生
徒
と
比
べ
る

評
価
指
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
学
習

目
標
の
到
達
度
を
見
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

３
段
階
の
評
価
で
よ
い
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。
私
自
身
、
初
め
か
ら
観
点
別
評
価
を
受

け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

先
生
方
の
不
安
に
大
い
に
共
感
し
、
機
会
が

あ
る
度
に
そ
う
説
明
し
ま
し
た
」

　
会
議
の
場
で
髙
谷
先
生
か
ら
新
し
い
学
習

評
価
の
枠
組
み
の
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
で
、

教
師
の
意
識
が
次
第
に
変
化
し
て
い
っ
た

と
、
商
業
科
長
の
喜
多
純
先
生
は
語
る
。

　「
21
年
度
か
ら
、
校
内
研
修
や
学
習
指
導

研
究
会
な
ど
の
テ
ー
マ
は
学
習
評
価
一
色
で

し
た
。
県
教
委
か
ら
指
導
や
助
言
を
何
度
も

受
け
る
う
ち
に
、
観
点
別
評
価
に
つ
い
て
の

＊２　４つの学科は商業科としてのくくり募集。

商
業
科
長

喜
多
純 

き
た
・
じ
ゅ
ん

同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。
商
業

科
（
簿
記
）。
生
徒
指
導
部
。

教
務
主
任

髙
谷
伸
也 

た
か
た
に
・
し
ん
や

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
商
業

科
。

教
頭池田

秀
幸 

い
け
だ
・
ひ
で
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

設
立
　
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
会
計
科
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
経
営
ビ

ジ
ネ
ス
科
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
＊
２
）
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
私
立
大
は
、
同
志
社

大
、
龍
谷
大
、
追
手
門
学
院
大
、
大
阪
経
済
法
科
大
、
大
阪

商
業
大
、
近
畿
大
、
四
天
王
寺
大
、
摂
南
大
、
阪
南
大
、
桃

山
学
院
大
、
帝
塚
山
大
、
天
理
大
、
奈
良
学
園
大
な
ど
に
延

べ
56
人
が
合
格
。短
大
・
専
門
学
校
進
学
68
人
。就
職
37
人
。

学
校
概
要

中
間
考
査
期
間
に
単
元
テ
ス
ト
を

実
施
す
る
も
、２
学
期
は
廃
止

奈
良
県
立
商
業
高
校

実
技
も
評
価
に
組
み
入
れ
、

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
推
進
。

資
格
取
得
率
向
上
に
も
つ
な
が
る

実践 例

あ
ら
ゆ
る
会
議
の
場
で
繰
り
返
し

観
点
別
評
価
の
意
義
を
説
明
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理
解
を
深
め
、
不
明
点
が
解
消
さ
れ
る
こ
と

で
、
新
し
い
学
習
評
価
に
挑
戦
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
同
校
の
教
師
の
半
数
を
占
め
る
30
代
前
半

ま
で
の
若
手
教
師
が
、
新
し
い
学
習
評
価
に

積
極
的
に
挑
戦
し
た
こ
と
も
追
い
風
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、「
簿
記
」
の
授
業
は
従
来
、

問
題
を
解
く
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
が
、
あ
る

若
手
教
師
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
作
成

し
、
生
徒
に
取
り
組
ま
せ
た
。

　
22
年
度
が
終
わ
る
頃
、
３
段
階
で
の
評
価

に
関
す
る
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
３
段

階
で
の
評
価
を
総
括
し
た
評
定
の
平
均
値

が
、
例
年
よ
り
も
低
か
っ
た
の
だ
。
髙
谷
先

生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
私
た
ち
は
Ｂ
評
価
を
１
０
０
点
満
点
の

60
点
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
、
Ｂ
評
価
を
基
本

に
評
価
規
準
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
そ
う
す
る
と
、
３
つ
の
観
点
が
学
習
目
標

に
到
達
し
て
も
Ｂ
Ｂ
Ｂ
で
、
評
定
に
総
括
す

る
と
５
段
階
の
３
に
な
り
ま
す
。
学
習
目
標

に
到
達
し
て
い
る
の
に
評
定
が
３
は
低
い
と

考
え
、
23
年
度
は
評
価
と
指
導
を
総
括
的
に

再
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
そ
し
て
、
生
徒
が
Ａ
評
価
に
到
達
で
き
る

よ
う
、
授
業
を
改
善
し
た
り
、
放
課
後
に
補

習
を
し
た
り
し
て
支
援
に
力
を
入
れ
た
。

　
23
年
度
末
に
は
再
び
学
習
評
価
の
枠
組
み

を
検
討
。
24
年
度
は
期
末
考
査
を
「
総
括
テ

ス
ト
」
に
名
称
を
改
め
、
各
学
期
の
総
括
的

な
テ
ス
ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

テ
ス
ト
の
直
前
に
扱
っ
た
単
元
の
単
元
テ
ス

ト
を
実
施
し
て
も
よ
い
こ
と
と
し
た
。

　「
教
務
部
で
新
し
い
学
習
評
価
の
枠
組
み

を
作
成
し
、
先
生
方
か
ら
の
意
見
を
基
に
修

正
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
評
価
方
法
に
つ

い
て
は
教
科
会
に
任
せ
ま
し
た
。
こ
の
２
年

半
の
経
験
か
ら
、
教
科
・
科
目
の
担
当
者
間

で
十
分
話
し
合
っ
て
評
価
規
準
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
、
観
点
別
評
価
を
実
施
す
る
上
で

と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
髙
谷
先

生
）

　
単
元
テ
ス
ト
は
、
各
教
科
・
科
目
で
ど
の

よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る

の
か
。
喜
多
先
生
が
担
当
す
る「
簿
記
」で
は
、

担
当
教
師
が
１
つ
の
単
元
が
終
わ
る
度
に
集

ま
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
授
業
と
学
習
評
価
の

実
践
を
振
り
返
り
、
改
善
策
を
話
し
合
っ
た
。

　「『
簿
記
』
で
は
、
生
徒
が
数
多
く
問
題
を

解
い
て
、
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
と
い

う
授
業
が
中
心
で
し
た
が
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
や
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
は
ど
う
す
れ
ば
育
め
る
の
か
、
ど
の
よ

う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
み
ん
な
で
話

し
合
っ
て
み
る
と
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
い
く
つ
も
の
ア
イ

デ
ア
が
単
元
テ
ス
ト
に
採
用
さ
れ
ま
し
た

（
図
４
）」

　
喜
多
先
生
は
、
適
切
な
評
価
方
法
を
探
る

た
め
、
23
年
度
、
３
回
の
総
括
テ
ス
ト
で
、

そ
の
学
期
で
扱
っ
た
各
単
元
か
ら
１
大
問
ず

つ
出
題
。
①
総
括
テ
ス
ト
の
評
価
を
該
当
の

学
期
の
評
価
材
料
の
１
つ
と
し
て
組
み
入
れ

る
、
②
各
大
問
の
評
価
を
該
当
の
単
元
の
評

価
材
料
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
２
パ
タ
ー
ン

で
評
価
を
出
し
た
。
す
る
と
、②
の
方
が
生

徒
が
ど
の
単
元
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
を

明
確
に
把
握
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
、
単
元

テ
ス
ト
の
意
義
に
納
得
し
て
推
進
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、「
簿
記
」
の
単
元
テ
ス
ト
は
、
単

元
の
終
了
時
で
は
な
く
、
単
元
が
終
了
し
て

半
月
後
に
実
施
し
て
い
る
。

　「
22
年
度
は
、
単
元
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に

単
元
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
正
答

率
が
非
常
に
高
い
の
は
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、
日
商
簿
記
な
ど
の
検
定
試
験
に
向
け
て

は
学
ん
だ
こ
と
の
定
着
が
重
要
で
す
。
生
徒

が
継
続
的
に
学
習
す
る
よ
う
、
単
元
テ
ス
ト

の
実
施
時
期
を
ず
ら
し
ま
し
た
」（
喜
多
先

生
）

　
髙
谷
先
生
は
担
当
科
目
の
「
情
報
処
理
」

の
単
元
テ
ス
ト
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー

ト
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
る
。
試
験
時
間
は

10
〜
30
分
間
。
生
徒
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
解
答

を
入
力
す
る
と
、
自
動
的
に
採
点
し
て
生
徒

に
返
却
さ
れ
る
。
生
徒
は
そ
れ
を
見
て
、
不

正
解
だ
っ
た
問
題
を
解
き
直
す
。
ま
た
、
自

動
集
計
機
能
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
、
ク
ラ

ス
全
体
の
平
均
点
と
設
問
ご
と
の
正
答
率
を

基
に
、
髙
谷
先
生
は
ク
ラ
ス
全
体
で
正
答
率

が
低
か
っ
た
問
題
を
改
め
て
解
説
す
る
な
ど

の
指
導
を
し
て
い
る
。

　「
テ
ス
ト
終
了
後
す
ぐ
に
正
答
率
が
表
示

さ
れ
る
た
め
、
ほ
か
の
生
徒
は
で
き
て
い
る

の
に
、
自
分
だ
け
で
き
て
い
な
い
問
題
が
あ

「簿記」の単元テスト（例）図４

問　下記の売上帳と仕入帳に基づいて、各日付の取引を考
え、仕訳を示しなさい。勘定科目は次の中から適当と思わ
れるものを選ぶこと。［現金、売掛金、買掛金、売上、仕入］
（問題には売上帳、仕入帳がつく）

完成された帳票を見て、どのような取引があっ
たのかを考えさせる問題です。条件が提示され、
それに沿って帳票を作成する問題はよく出して

いましたが、帳票を読み解く問題は初めて出しました。取
引の本質を理解し、多面的な視点で売上帳や仕入帳を分析
できる思考力を育めるのではないかと考えました。

喜多先生

単
元
終
了
後
す
ぐ
で
は
な
く
、

半
月
後
に
単
元
テ
ス
ト
を
実
施

１
年
目
の
実
践
を
振
り
返
り
、

評
価
規
準
を
見
直
す

定期考査は必要か？特集
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る
と
、
生
徒
は
そ
れ
を
強
く
意
識
し
ま
す
。

つ
ま
ず
い
て
い
る
点
を
把
握
し
や
す
く
、
危

機
感
が
持
て
る
か
ら
か
、
授
業
後
に
質
問
に

来
る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
」（
髙
谷
先
生
）

　
商
業
の
科
目
で
よ
く
実
施
さ
れ
る
実
技
の

評
価
は
、
以
前
の
評
価
方
法
で
は
平
常
点
と

し
て
組
み
入
れ
て
い
た
が
、
今
は
１
つ
の
評

価
材
料
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
授
業
で
学
ん

だ
知
識
・
技
術
を
活
用
し
て
取
り
組
む
課
題

も
出
し
や
す
く
な
っ
た
（
図
５
）。

　
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
23
年
度
か
ら

は
２
年
次
の
学
校
設
定
教
科「
実
学
」で
、『
県

商
マ
ル
シ
ェ
』
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

４
つ
の
学
科
か
ら
生
徒
が
集
ま
っ
て
チ
ー
ム

を
組
み
、
各
学
科
の
学
び
を
生
か
し
た
役
割

分
担
を
し
て
企
画
や
商
品
選
び
、
仕
入
れ
、

値
段
設
定
な
ど
、
す
べ
て
生
徒
の
み
で
取
り

組
む
販
売
実
習
だ
。
地
域
住
民
が
大
勢
訪
れ

る
、
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
。

　
池
田
秀
幸
教
頭
は
、
新
し
い
学
習
評
価
に

よ
っ
て
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る

『
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
・
活
躍
で
き
る

商
業
人
材
の
育
成
』
に
向
け
た
活
動
が
活
発

に
な
っ
て
い
る
と
語
る
。
　
　

　「
地
元
企
業
と
協
働
し
た
お
に
ぎ
り
の
商

品
開
発
や
、
地
元
商
店
街
の
空
き
店
舗
で
の

商
品
販
売
な
ど
、
生
徒
は
地
域
と
連
携
し
た

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

し
た
活
動
を
授
業
に
組
み
入
れ
て
評
価
す
る

こ
と
で
、
生
徒
は
さ
ら
に
意
欲
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
学
校
教
育
目
標
の
１
つ
で
あ
る
資
格
取
得

の
推
進
に
お
い
て
も
、
新
し
い
学
習
評
価
が

プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
と
、
喜
多
先
生
は
感

じ
て
い
る
。

　「
２
週
間
の
定
期
考
査
期
間
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
検
定
試
験
に
向
け
た
学
習
が
中

断
さ
れ
る
こ
と
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

上
に
、
単
元
テ
ス
ト
で
基
礎
が
定
着
し
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
思
考
力
が
培
わ
れ
る

な
ど
、
生
徒
は
着
実
に
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。

実
際
、
22
年
度
入
学
生
の
日
商
簿
記
２
級
の

取
得
率
は
、
21
年
度
入
学
生
よ
り
も
高
か
っ

た
で
す
（
図
６
）」

　
学
習
評
価
と
授
業
が
変
わ
り
、
教
師
の
指

導
も
変
わ
っ
た
。
喜
多
先
生
も
髙
谷
先
生
も
、

単
元
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
生
徒
が
ど
こ
で
つ
ま

ず
い
て
い
る
の
か
が
把
握
し
や
す
く
な
っ
た

こ
と
で
、
個
別
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
以
前
は
、
学
期
末
に
欠
点
の
生
徒
に
補

習
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
ど
こ
で
つ
ま
ず
い

て
い
る
の
か
を
生
徒
は
自
覚
で
き
て
お
ら

ず
、
効
果
的
な
指
導
が
で
き
て
い
た
と
は
言

い
難
い
状
況
で
し
た
。
ば
ん
回
す
る
の
を
諦

め
よ
う
と
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
今
は
、

単
元
ご
と
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
箇
所
を
把
握

で
き
、
早
め
の
支
援
が
で
き
る
た
め
、
授
業

に
全
く
つ
い
て
こ
ら
れ
な
い
生
徒
は
ご
く
少

数
で
、欠
点
者
が
減
り
ま
し
た
」（
髙
谷
先
生
）

　
単
元
テ
ス
ト
だ
け
が
で
き
て
も
よ
い
成
績

は
つ
か
ず
、
課
題
や
実
技
な
ど
で
多
面
的
に

評
価
す
る
こ
と
を
生
徒
に
重
ね
て
説
明
す
る

と
、
課
題
の
未
提
出
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。

　「
生
徒
に
日
常
的
に
学
ぶ
姿
勢
が
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
放
課
後
に
生
徒
同
士
で
学
び
合

う
姿
が
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
生
徒
の
成
長
を
支
え
る
評
価

方
法
を
模
索
し
、
地
域
経
済
を
支
え
る
人
材

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
池
田

教
頭
）

＊３　製品の生産量と販売量の組み合わせのこと。

日商簿記２級の取得率図６

2021年度入学生 2022年度入学生
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（％） 60.5

36.8

2022年度入学生は現在３年生のため、今後
も卒業までに取得者数はさらに増える見込み。
※学校資料を基に編集部で作成。

「簿記」の課題（例）図５

損益分岐点や目標営業利益の計算だけ
ではなく、制約がある中で最適なセー
ルスミックスを考えるグループワーク

です。調理時間や優先して売りたい商品などを踏
まえて考えさせました。　

課題　営業利益を最大化する経営戦略的な観点か
ら、製品データを基に販売利益計画を立て、最適
なセールスミックス（＊３）を考えよう。
●製品データ

ステーキ弁当 ハンバーグ弁当

販売価格 @￥1,200 @￥1,000
変動費 @￥840 @￥450

貢献利益 @￥360
（貢献利益率0.3）

@￥550
（貢献利益率0.55）

固定費 ￥400,000

販売総数 2,000食（１か月）

課題　コンビニエンスストアやスーパーマーケット
にあるもので、会社の「費用」にあたるものは何か。

１年次の５月の連休中の課題として出
しました。ある生徒は、「ウォーターサー
バーは会社の『備品』だが、中の水は

消費するものなので、『費用』にあたる」と解答し
ました。授業で学んだ知識を実践の中で捉えるこ
とで、本質の理解につながるのだと実感しました。

喜多先生

喜多先生

地
域
と
連
携
し
た
活
動
や

資
格
取
得
も
進
む

早
期
の
個
別
支
援
が
可
能
に
な
り
、

欠
点
者
が
大
幅
に
減
少
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鹿
児
島
県
立
鶴
丸
高
校
で
は
、
新
学
習
指

導
要
領
の
実
施
を
受
け
、
教
育
活
動
の
さ
ら

な
る
充
実
を
目
指
す
た
め
、
２
０
２
３
年
度
、

校
長
、
教
頭
、
そ
し
て
各
分
掌
・
学
年
主
任

な
ど
、
14
人
の
教
師
か
ら
構
成
さ
れ
、
教
育

課
程
や
教
科
指
導
の
あ
り
方
、
大
学
や
研
究

機
関
な
ど
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
を
研
究

す
る
「
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
を
発

足
さ
せ
た
。

　
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
議
論
の
テ

ー
マ
は
多
岐
に
及
ん
だ
が
、
23
年
度
の
議
論

に
お
い
て
特
に
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の

が
、
資
質
・
能
力
を
育
む
観
点
別
評
価
の
あ

り
方
だ
っ
た
。
そ
の
議
論
は
常
に
「
鶴
丸
高

校
で
は
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
る
の
か
」

を
出
発
点
に
行
わ
れ
た
と
、
小
島
健け

ん

志し

教
頭

は
振
り
返
る
。

　「
鶴
丸
高
校
の
3
年
間
で
ど
の
よ
う
な
生

徒
を
育
て
る
の
か
。
本
校
で
学
ぶ
今
の
生
徒

の
姿
は
ど
う
か
。
学
校
を
見
守
る
県
民
は
本

校
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。
14
人
の
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
思
い
を
語
り
ま

し
た
。
忙
し
い
中
、
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

集
ま
る
の
だ
か
ら
こ
そ
、
評
価
方
法
な
ど
の

各
論
か
ら
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
本
質
的

な
こ
と
か
ら
対
話
を
始
め
ま
し
た
」

　
東
京
大
学
や
京
都
大
学
、
そ
し
て
国
公
立

大
学
医
学
部
医
学
科
な
ど
、
最
難
関
大
学
を

進
路
目
標
に
掲
げ
て
入
学
し
て
く
る
生
徒
が

多
い
同
校
で
は
、
志
望
校
合
格
の
た
め
の
支

援
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
重
要
な
使
命

で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
未
来
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
間
で
意
見
の

相
違
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
々
の
生
徒

の
様
子
に
つ
い
て
語
り
合
う
と
、「
生
徒
は

皆
、
す
ご
く
頑
張
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
多

忙
が
原
因
で
疲
れ
て
い
る
生
徒
が
い
る
の
も

事
実
だ
」「
生
徒
は
学
校
を
信
頼
し
て
い
る

が
、
自
分
で
学
び
の
一
歩
を
踏
み
出
す
力
の

育
成
も
こ
れ
か
ら
は
重
要
だ
」
な
ど
と
、
課

題
も
提
示
さ
れ
た
。

進
路
指
導
課
副
主
任

今
門
健
作 

い
ま
か
ど
・
け
ん
さ
く

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
数

学
科
。

進
路
指
導
課
主
任

蓮
香
尚
矢 

は
す
か
・
な
お
や

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
地

理
歴
史
・
公
民
科
（
世
界
史
）。

教
頭渡辺

豊
隆 

わ
た
な
べ
・
と
よ
た
か

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

教
頭小島

健
志 

こ
じ
ま
・
け
ん
し

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

単
元
テ
ス
ト
と
伝
統
の
実
力
考
査
で

高
い
目
標
の
実
現
を
支
援

鹿
児
島
県
立
鶴
丸
高
校

鹿
児
島
県
立
鶴
丸
高
校
は
、
開
校
以
来
4
万
６
０
０
０
人
を
超
え
る
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
た
全
国
屈
指
の
進
学
校
だ
。
同
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
で

求
め
ら
れ
て
い
る
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の
充
実
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
の
１
つ
と
し
て
、
す
べ
て
の
教
科
・
科
目
で
単
元
ご
と
の
評
価
を

実
施
し
、
定
期
考
査
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
の
そ
の
改
革
は
、
教
師
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
思
い
と
議
論
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

事 例 3
改
革
は
観
点
別
評
価
の

議
論
か
ら
始
ま
っ
た

設
立
　
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
東
北

大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、
名
古
屋
大
、
京

都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
九
州
大
、
熊
本
大
、
鹿
児
島

大
な
ど
に
１
６
５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、

明
治
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延

べ
１
３
０
人
が
合
格
。

学
校
概
要

定期考査は必要か？特集
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　「
私
た
ち
は
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
（
図

1
）
に
立
ち
返
り
な
が
ら
、開
拓
力
、探
究
力
、 

思
考
力
、
統
率
力
、
創
造
力
の
５
つ
の
資
質・

能
力
を
育
む
教
育
活
動
の
実
現
の
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
改
革
が
必
要
か
、
議
論
を
重
ね

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
23
年
度
の
夏
に
は
、

学
校
行
事
全
般
を
精
選
す
る
機
運
が
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
」（
小
島
教
頭
）

　
23
年
度
の
秋
に
は
、
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
に
お
い
て
、
日
常
的
に
生
徒
が
見
通

し
を
持
っ
て
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、

指
導
と
評
価
の
一
体
化
に
よ
る
学
力
の
伸
長

及
び
進
路
目
標
の
達
成
を
目
的
と
し
て
、
単

元
や
題
材
な
ど
、
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り

ご
と
に
評
価
の
場
面
や
方
法
を
い
か
に
充
実

さ
せ
る
か
、
議
論
の
テ
ー
マ
が
具
体
化
し
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
や
レ

ポ
ー
ト
、
発
表
な
ど
、
多
様
な
評
価
方
法
に

よ
る
単
元
テ
ス
ト
の
導
入
が
俎そ

上じ
ょ
うに
載
せ
ら

れ
た
。

　
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

で
進
路
指
導
課
副
主
任
の
今い

ま

門か
ど

健
作
先
生

は
、「
生
徒
が
自
身
の
学
習
の
到
達
度
を
単

元
ご
と
に
確
認
し
、
そ
の
後
の
学
習
の
進
め

方
の
改
善
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
単
元
テ

ス
ト
は
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
、
そ
し
て

　「
そ
れ
で
も
、
最
初
か
ら
『
で
き
な
い
』

と
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
実

現
に
近
づ
け
る
の
か
、
実
行
し
な
が
ら
よ
り

よ
い
形
に
変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か

と
、
改
善
策
や
代
案
を
挙
げ
な
が
ら
粘
り
強

く
考
え
る
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方
の
姿
が
印
象

的
で
し
た
」（
今
門
先
生
）

　
そ
の
後
、
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を

中
心
に
、
定
期
考
査
を
廃
止
し
た
場
合
、
定

期
考
査
期
間
に
実
施
し
て
い
た
教
員
研
修
や

進
路
検
討
会
な
ど
を
ど
こ
で
実
施
す
る
の
か

と
い
っ
た
懸
案
事
項
を
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
議
論
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
24
年
２
月
に

は
、
24
年
度
か
ら
単
元
ご
と
の
評
価
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
定
期
考
査
を
廃
止
す
る

こ
と
を
生
徒
と
保
護
者
に
発
信
し
た
（
図

2
）。
渡
辺
豊
隆
教
頭
は
、「
定
期
考
査
の
廃

止
は
改
革
の
方
法
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
丁
寧

に
伝
え
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
単
元
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
ス
モ

※学校資料をそのまま掲載。

希
望
進
路
の
実
現
に
確
か
に
つ
な
が
る
」
と

感
じ
た
。
し
か
し
、
単
元
テ
ス
ト
を
用
い
た

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
に
よ
る
評
価
を
行
い
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
定
期
考
査
が
実
施
さ

れ
る
と
、
生
徒
の
負
担
が
増
え
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
定
期
考
査
の
削
減
や
廃
止

は
、
進
学
校
で
の
事
例
が
ま
だ
少
な
い
こ
と

も
あ
り
、
単
元
ご
と
の
評
価
を
行
う
こ
と
の

大
切
さ
は
理
解
で
き
て
も
、
正
直
不
安
は
あ

っ
た
と
率
直
に
語
る
。

鶴丸高校のスクール・ポリシー図１

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
の

意
味
を
問
い
直
す
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発表など

自己評価

レポート

ペーパーテスト

発表など

自己評価

レポート

ペーパーテスト

ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
自
分
の
学
習
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の
学
習
の
進
め

方
を
改
善
す
る
ス
パ
ン
が
短
く
な
る
こ
と
。

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
含
む
多
様
な
評
価
方
法

で
単
元
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
で
、
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
の
成
長
を
丁
寧
に
見
取
る
こ
と
が

で
き
、
支
援
す
べ
き
点
が
明
確
化
し
や
す
い

こ
と
。
そ
の
よ
う
に
、
評
価
の
機
会
が
増
え
、

そ
の
内
容
も
充
実
す
る
か
ら
こ
そ
、
定
期
考

査
の
廃
止
に
至
っ
た
の
だ
と
伝
え
ま
し
た
」

　「ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
の
伝
わ
り
方
に
も
同
校
の
教
師
た
ち
は

気
を
配
っ
た
。
単
元
テ
ス
ト
は
定
期
考
査
に

比
べ
れ
ば
、
狭
い
範
囲
を
対
象
と
し
た
評
価

と
な
る
。
し
か
し
、
学
習
の
到
達
目
標
を
下

げ
る
こ
と
は
し
な
い
た
め
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ

ッ
プ
で
は
あ
る
が
、
出
題
内
容
の
レ
ベ
ル
は

難
関
大
学
入
試
を
目
指
す
に
値
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
生
徒
と
保
護
者
に
伝
え
た
と

い
う
。

　そ
の
結
果
、
生
徒
や
保
護
者
か
ら
、
単
元

ご
と
の
評
価
の
充
実
に
伴
う
定
期
考
査
の
廃

止
に
つ
い
て
否
定
的
な
声
が
上
が
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　24
年
度
の
同
校
の
校
内
考
査
の
実
施
内
容

は
様
変
わ
り
し
た
（
図
3
）。
実
力
考
査
で

は
校
内
偏
差
値
や
順
位
、
度
数
分
布
を
生
徒

に
示
す
が
、
学
習
の
到
達
度
を
確
認
す
る
単

元
テ
ス
ト
で
は
相
対
比
較
は
行
わ
な
い
。
ど

の
よ
う
な
方
法
で
観
点
別
評
価
を
行
い
、
総

括
的
評
価
が
行
わ
れ
る
の
か
を
、
生
徒
は
各

教
科
・
科
目
が
作
成
す
る
単
元
シ
ラ
バ
ス
で

確
認
し
て
か
ら
学
習
に
取
り
組
む
。
単
元
シ

ラ
バ
ス
に
は
、
全
教
科
・
科
目
共
通
の
掲
載

項
目
が
あ
り
、
シ
ラ
バ
ス
作
成
時
に
そ
れ
ら

の
項
目
の
記
載
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
で
確
認
し
て
い
る
（
P. 

18
図
４
）。

単
元
テ
ス
ト
の
1
日
あ
た
り
の
実
施
教
科
・

科
目
数
の
上
限
な
ど
は
教
務
課
が
中
心
と
な

っ
て
検
討
し
て
い
る
が
、
生
徒
や
教
師
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
自
校
に
最
も
合
っ
た

ス
タ
イ
ル
に
練
り
上
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　新
し
い
環
境
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
生

徒
の
様
子
に
も
、
教
師
た
ち
は
目
を
凝
ら
し

て
い
る
。
日
々
の
学
習
で
自
走
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
か
。
そ
の
自
走
は
希
望
進
路
の

実
現
に
つ
な
が
る
も
の
な
の
か
。
そ
う
し
た

点
を
教
師
が
正
確
に
判
断
す
る
た
め
に
も
、

単
元
テ
ス
ト
の
精
度
が
問
わ
れ
る
。
単
元
テ

ス
ト
の
内
容
の
難
易
度
が
高
す
ぎ
る
と
、
生

徒
は
学
習
上
の
課
題
を
自
分
で
発
見
し
に
く

く
な
る
。
単
元
シ
ラ
バ
ス
で
は
、
そ
の
単
元

の
観
点
別
の
学
習
状
況
と
し
て
、「
お
お
む

ね
満
足
で
き
る
」
状
況
、
つ
ま
り
評
価
規
準

は
明
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
評
価
規
準
の
設
定

を
教
師
た
ち
は
重
要
視
し
て
い
る
。

　「難
関
大
学
志
望
の
多
い
本
校
の
生
徒
に

求
め
る
評
価
規
準
を
き
ち
ん
と
設
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
単
元
の
指
導
計
画
の
焦
点
が

絞
ら
れ
ま
す
し
、
単
元
テ
ス
ト
の
内
容
も
お

の
ず
と
見
え
て
き
ま
す
。
単
元
シ
ラ
バ
ス
と

単
元
テ
ス
ト
は
、
ま
さ
に
授
業
改
善
と
一
体

化
し
た
も
の
な
の
で
す
」（
小
島
教
頭
）

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

主体的に
学習に取り
組む態度

知識・
技能

思考・判断・
表現

ペーパー
テスト レポート 自己

評価 発表など

生徒と保護者に伝えた評価の方法のイメージ図図２

校内で実施する考査の変化図３

３
月

　

２
月

実
力
考
査
（
１
年
生
・
２
年
生
）

１
月

12
月

　

11
月

実
力
考
査
（
全
学
年
）

10
月

　

９
月

　

８
月

実
力
考
査
（
全
学
年
）

７
月

６
月

実
力
考
査
（
全
学
年
）

５
月

４
月

実
力
考
査
（
２
年
生
・
３
年
生
）

24
年
度

３
月

　

２
月

学
年
末
考
査

１
月

実
力
考
査
（
１
年
生
・
２
年
生
）

12
月

後
期
中
間
考
査

11
月

実
力
考
査
（
３
年
生
）

10
月

実
力
考
査
（
全
学
年
）

９
月

実
力
考
査
（
３
年
生
）

８
月

前
期
期
末
考
査

７
月

実
力
考
査
（
１
年
生
・
２
年
生
）

６
月

前
期
中
間
考
査

５
月

実
力
考
査
（
１
年
生
・
２
年
生
）

４
月

復
習
考
査

23
年
度

新
し
い
仕
組
み
の
中
で

改
善
を
続
け
て
い
く

定期考査は必要か？特集
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単
元
テ
ス
ト
で
は
校
内
順
位
な
ど
、
相
対

的
な
成
績
が
算
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

評
価
規
準
が
確
立
さ
れ
た
単
元
テ
ス
ト
の
結

果
を
蓄
積
し
、
生
徒
が
折
に
触
れ
て
参
照
で

き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
教
科
・
科
目
に

お
け
る
自
身
の
伸
び
や
課
題
を
生
徒
が
確
認

し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
渡
辺
教

頭
は
考
え
る
。

　「
生
徒
が
単
元
テ
ス
ト
の
結
果
を
記
録
し
、

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
大
き

な
改
革
で
は
、
実
践
さ
え
す
れ
ば
終
わ
り
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
工
夫
や
改
善
を
途
切

れ
さ
せ
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
」（
渡
辺
教
頭
）

　
全
国
屈
指
の
進
学
校
で
あ
る
と
と
も
に
、

先
駆
的
な
改
革
を
続
け
る
鶴
丸
高
校
。
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で

な
く
、全
教
師
が
こ
れ
か
ら
の
自
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
深

め
て
き
た
。
進
路
指
導
課
主
任
の
蓮は

す

香か

尚な
お

矢や

先
生
は
、「
本
校
が
こ
れ
ま
で
追
い
求
め
て

き
た
教
育
は
、
こ
れ
か
ら
も
不
変
の
価
値
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
議
論
の
中
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
語
る
。

　「
私
は
本
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
で
す
が
、

そ
の
間
に
社
会
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
社
会
の
有
り
様
は
変
わ
っ
て
も
、

鶴
丸
高
校
で
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
は
決
し

て
変
わ
っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
、
ス
ク
ー
ル・

ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
様
々
な
先
生
方
と
話
す

中
で
気
づ
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
生
徒
の
気

質
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
本
校
の

生
徒
は
『
人
か
ら
言
わ
れ
な
く
て
も
自
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
』
と
地
域
か
ら
評
価
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
が
進
む
に
つ

れ
て
、
教
師
か
ら
『
こ
う
す
れ
ば
い
い
よ
』

と
言
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
生
徒
が
増
え

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
単
元
ご
と
の
評

価
を
通
し
て
自
ら
学
習
改
善
に
取
り
組
む
生

徒
を
育
て
る
こ
と
は
、
本
校
の
原
点
回
帰
の

一
歩
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
ま
た
、
蓮
香
先
生
は
、
一
連
の
議
論
を
通

じ
て
、
生
徒
の
実
力
把
握
と
教
師
の
指
導
力

向
上
と
い
う
点
で
の
実
力
考
査
の
重
要
性
を

実
感
し
た
と
い
う
。

　「
本
校
は
実
力
考
査
の
作
問
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
例
え
ば
３
年
生
の
実
力
考
査
の
問

題
は
、
教
科
団
全
員
で
約
２
か
月
か
け
て
完

成
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
実
力
考
査

の
成
績
を
基
に
し
た
精
緻
な
進
路
指
導
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」（
蓮
香
先

生
）

　
同
校
に
赴
任
し
て
4
年
目
の
今
門
先
生

は
、「
本
校
の
教
師
は
、
実
力
考
査
の
作
問

の
場
で
先
輩
教
師
か
ら
作
問
に
必
要
な
視
点

を
学
び
、
指
導
力
を
高
め
て
き
た
。
そ
の
伝

統
も
、
希
望
進
路
を
実
現
で
き
る
生
徒
を
育

て
た
い
と
い
う
思
い
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
」
と
語
る
。

　「
今
回
の
改
革
の
目
的
が
『
多
忙
感
』
の

解
消
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
実
力
考
査
の
実
施

回
数
も
減
ら
そ
う
と
い
う
声
が
出
て
き
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
声
が
出
な
か

っ
た
の
は
、
改
革
の
出
発
点
が
『
ど
の
よ
う

な
生
徒
を
育
て
た
い
か
』
だ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
む
し
ろ
実
力
考
査
の
重
要
性
を
皆
が
再

認
識
し
た
と
思
い
ま
す
」（
今
門
先
生
）

　
渡
辺
教
頭
は
、「
大
き
な
改
革
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
先
生
方
と
熱
い
議
論
も
あ
り
、
大

切
な
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
た
」
と

振
り
返
る
。

　「
議
論
の
過
程
で
一
人
ひ
と
り
の
教
師
の

考
え
方
の
違
い
も
見
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
通
り
で
よ
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
向
上

心
、
そ
し
て
生
徒
の
た
め
に
も
っ
と
よ
い
学

校
に
し
た
い
と
い
う
思
い
は
皆
一
緒
で
あ
る

こ
と
を
実
感
で
き
た
の
は
、
何
よ
り
の
成
果

で
し
た
」（
渡
辺
教
頭
）

　
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
た
生
徒
が
そ
れ
ぞ

れ
の
力
を
よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う
な
学
校
に

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
た
伝
統
校
の
教
師
た
ち
。

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
掲
げ
る
「
開
拓
力
、

探
究
力
、
思
考
力
、
統
率
力
、
創
造
力
」
を
、

教
師
自
身
が
発
揮
し
て
い
る
。

※学校資料を基に編集部で作成。

シラバス作成時のチェックシート図4

教科名の表示がある。

科目名の表示がある。

単位数が表示されている。

対象が明示されている。

使用教科書が明示されている。

副教材などが明示されている。

学習の目標が掲載してある。

学習内容が掲載してある。

学習計画（進度表）が掲載してある。

評価の観点が掲載してある。

評価規準（「おおむね満足できる」状況に
到達した姿など）が掲載してある。

評価方法が掲載してある。

・生徒に示すことで、生徒が計画的、主体的に学習
できるような構成である。

・学校のウェブサイトに掲載しても、学習内容や評
価方法について保護者などから疑義を持たれず、説
明を果たせる内容である。

新
し
い
一
歩
は

原
点
回
帰
の
一
歩
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　事
例
で
は
、
定
期
考
査
の
廃
止
決
定
に
至

る
ま
で
の
経
緯
と
、
廃
止
決
定
後
の
改
革
を

紹
介
し
た
。
廃
止
の
理
由
や
、
そ
の
決
断
を

支
え
た
教
師
の
思
い
・
考
え
は
様
々
で
あ
っ

た
が
、
す
べ
て
の
事
例
に
共
通
し
て
い
た
の

は
、
定
期
考
査
の
廃
止
は
観
点
別
学
習
状
況

の
評
価
を
充
実
さ
せ
、
目
標
と
指
導
と
評
価

の
一
体
化
を
図
る
た
め
の
「
手
段
」
に
過
ぎ

な
い
と
し
て
い
た
点
だ
。
各
校
が
目
指
し
た

の
は
、
生
徒
が
自
身
の
学
習
に
見
通
し
を
持

ち
、
主
体
的
に
取
り
組
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
学
校
づ
く
り
、
そ
し
て
教
師
が
授
業
改

善
を
続
け
な
が
ら
、
学
校
と
し
て
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
、
各
教
科
・
単
元
を
通

し
て
着
実
に
育
む
学
校
づ
く
り
だ
っ
た
。

　図
は
、
定
期
考
査
に
お
い
て
生
じ
や
す
い

問
題
と
そ
の
解
決
の
糸
口
を
、
事
例
も
踏
ま

え
て
整
理
し
た
も
の
だ
が
、
問
題
の
具
体
的

な
解
決
方
法
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
の
が

単
元
テ
ス
ト
だ
。
事
例
で
は
、
単
元
テ
ス
ト

の
実
施
に
よ
っ
て
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
授
業
と
評
価
を
行
う
の
か
が

議
論
さ
れ
、
見
通
し
を
持
っ
て
各
単
元
の
授

業
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
単

元
ご
と
の
評
価
を
行
う
こ
と
で
評
価
方
法
の

引
き
出
し
が
増
え
、
そ
れ
ま
で
は
見
逃
し
て

い
た
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
現

場
の
教
師
か
ら
語
ら
れ
た
。

　し
か
し
、
定
期
考
査
の
廃
止
が
目
的
で
は

な
い
限
り
、
定
期
考
査
そ
の
も
の
を
改
善
す

る
こ
と
で
、
目
標
と
指
導
と
評
価
の
一
体
化

を
図
る
選
択
肢
も
あ
る
だ
ろ
う
。
定
期
考
査

の
問
題
の
質
や
評
価
へ
の
生
か
し
方
を
見
直

し
、
生
徒
が
自
身
の
学
習
状
況
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
定
期
考
査
の
存
続・

廃
止
の
議
論
を
待
た
ず
し
て
取
り
組
む
べ
き

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
定
期
考
査
は
必

要
か
、
そ
の
答
え
は
、
各
校
に
お
け
る
学
校

づ
く
り
の
議
論
の
先
に
あ
る
。

※事例の内容も踏まえて編集部で作成。

定期考査で生じやすい問題と、その解決の糸口図

定期考査の特徴 生じやすい問題 解決の糸口

評価の目的 総括的評価 定期考査の成績で評定が左右される
評定における定期考査の成績が占める
ウェートを見直す

評価する
資質・能力

主に知識・技能、思考力・
判断力・表現力

ペーパーテストによる評価のため、知識・技
能中心の評価となりやすい

定期考査以外の多様な評価方法を取り入
れる

実施体制
全校または学年で一斉に
実施

日々の学習の積み重ねではなく、一夜漬けの
学習で臨む生徒が生まれやすい

単元テストなど、教科・科目ごとに高い頻
度でテストを行うことで、日々の学習の積
み重ねを促す

実施期間
３日〜５日間程度
（実施前の一定期間は部
活動などは停止）

授業だけでなく、部活動や探究学習などの
校外学習、資格・検定試験対策が中断され
る

全校または学年で一斉に実施しないように
することで、テスト期間を設けない

実施回数 年 3〜 5回
考査間の空きが長く、生徒の学習上の問題
点を発見しにくい。１回の考査の結果が評定
を大きく左右し、成績の挽回が難しい

単元テストなど、高い頻度でテストを行う
ことで、学習上の問題点を見つけるととも
に、その後のテストで挽回しやすくする

出題内容
授業で学習した内容
（複数の単元にまたがるこ
とも）

出題範囲が広いため、生徒は復習し切れな
かったり、受けっ放しになったりすることがあ
る。単元の途中までが出題範囲となることが
あり、単元ごとの評価が実現しづらいことも

単元テストやパフォーマンス課題などで、
単元・題材等のまとまりごとに評価する

評価結果の
利用方法
〈生徒〉

今後の学習改善
出題範囲が広いため、生徒が自身の学習上
の問題点を把握しづらく、学習改善に生かし
にくい

単元の指導計画やルーブリックを通じて学
習目標を共有し、単元テストのようなスモー
ルステップの評価を行うことで、生徒自身
の学習状況の把握と学習改善を支援する

評価結果の
利用方法
〈教師〉

今後の授業・指導改善
定期考査の結果が評定や校内順位を決める
ためのものにとどまり、授業・指導改善の材
料として生かされないことも

単元ごとの指導計画やルーブリックを作成
し、授業とテストの目的をすり合わせ、テ
ストの結果を授業・指導改善につなげる

自
校
の
定
期
考
査
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の

整
理
が
議
論
の
第
一
歩

事 例 整 理
定
期
考
査
の
廃
止
は

「
手
段
」に
過
ぎ
な
い

定期考査は必要か？特集
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　日
本
テ
ス
ト
学
会
で
は
、テ
ス
ト
と
は
「
能

力
、
学
力
、
性
格
、
行
動
な
ど
の
個
人
や
集

団
の
特
性
を
測
定
す
る
た
め
の
用
具
で
あ

り
、
実
施
方
法
、
採
点
手
続
、
結
果
の
利
用

法
な
ど
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
べ
き
も

の
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
口
に
テ
ス

ト
と
言
っ
て
も
、
何
を
測
定
す
る
の
か
、
ど

の
よ
う
に
実
施
、
採
点
す
る
の
か
、
そ
の
結

果
を
ど
う
利
用
す
る
の
か
は
様
々
で
す
。

　そ
の
た
め
、「
よ
い
テ
ス
ト
」
を
作
る
た

め
に
は
、
目
的
、
作
成
、
実
施
、
採
点
、
運

用
な
ど
、
様
々
な
観
点
で
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
（
P. 

21
図
1
）。
担
当
教
科
・
科

目
に
関
す
る
高
度
な
知
識
・
技
能
も
も
ち
ろ

ん
必
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
授
業
で

育
成
し
た
資
質
・
能
力
を
正
確
に
測
定
し
、

結
果
を
適
切
に
解
釈
・
運
用
で
き
る
テ
ス
ト

は
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
テ
ス
ト
に
は
、
次

の
よ
う
な
問
題
点
が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
ま
ず
、
学
習
の
目
標
に
到
達
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
評
価
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
で
あ

り
な
が
ら
、
平
均
点
が
非
常
に
低
く
な
っ
て

「
よ
い
テ
ス
ト
」は
、

生
徒
と
教
師
を
つ
な
ぐ

学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
　教
授
　石
井
秀ひ

で

宗と
き

学
校
現
場
に
お
い
て
、
テ
ス
ト
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
き
た
。

し
か
し
、
テ
ス
ト
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
べ
き
か
、

「
よ
い
テ
ス
ト
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
生
徒
の
学
習
や
進
路
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

テ
ス
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
テ
ス
ト
研
究
の
専
門
家
に
聞
い
た
。

インタビュー
「
よ
い
テ
ス
ト
」を
作
る
た
め
の

要
件
を
知
る
こ
と
が
大
切

いしい・ひでとき　東京大学大学院
教育学研究科博士課程修了。大学
入試センターやアメリカ・ミネソタ大
学でテスト研究に取り組む。2015
年より現職。研究領域は、教育測定
学、計量心理学 ( 心理統計学 )、デー
タ科学。研究テーマは、テスト開発、
項目作成ガイドライン作成、データ
サイエンス教育、入試研究など。「不
出来なテストをなくすこと、テストを
より良質なものにすること」を目指
し、解答データに基づいた問題分析
や、問題作成に関する研究に取り組
んでいる。
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し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。
平
均
点
が
低

す
ぎ
る
と
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
目
標
に
対

し
て
ど
こ
ま
で
到
達
し
て
い
る
の
か
、
目
標

ま
で
の
距
離
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
を
個
別

に
判
断
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
目

標
に
準
拠
し
た
評
価
で
あ
れ
ば
、
目
標
に
到

達
し
た
生
徒
は
全
員
１
０
０
点
で
も
よ
い
は

ず
で
す
。「
全
員
１
０
０
点
だ
と
生
徒
が
安
心

し
て
勉
強
し
な
く
な
る
」
と
い
っ
た
心
配
を

抱
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
設
定

し
た
目
標
が
低
す
ぎ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

優
秀
な
受
検
者
を
選
抜
す
る
た
め
の
テ
ス
ト

な
の
か
、受
検
者
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況

を
評
価
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
な
の
か
に
よ
っ

て
、
テ
ス
ト
の
作
り
方
は
変
わ
り
ま
す
。

　
測
る
べ
き
も
の
が
測
れ
て
い
な
い
テ
ス
ト

も
あ
り
ま
す
。
教
科
書
の
素
材
文
を
そ
の
ま

ま
使
っ
て
空
所
補
充
を
さ
せ
る
テ
ス
ト
で
測

っ
て
い
る
の
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て

思
考
す
る
力
で
し
ょ
う
か
。
空
所
補
充
問
題

を
出
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
測
り
た
い
力
を
測
れ
て
い
る

か
ど
う
か
は
確
認
す
べ
き
で
す
。

　
問
題
形
式
の
吟
味
も
重
要
で
す
。「
選
択

式
問
題
は
ま
ぐ
れ
あ
た
り
が
あ
る
か
ら
、
記

述
式
問
題
に
す
べ
き
」
と
考
え
る
人
も
い
ま

す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

記
述
式
問
題
は
問
題
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら

１
問
あ
た
り
の
配
点
が
高
く
な
り
が
ち
で
、

選
択
式
問
題
以
上
に
、
い
わ
ゆ
る
ヤ
マ
の
あ

た
り
外
れ
の
影
響
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
記
述
式
問
題
の
解
答
の
採
点
は
、
採
点

者
の
主
観
に
よ
っ
て
、
評
価
が
ぶ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
選
択
式
問
題
は
１

問
あ
た
り
の
解
答
時
間
が
短
い
た
め
、
広
い

領
域
か
ら
多
く
の
問
題
を
出
す
こ
と
が
で
き

資
質
・
能
力
、
さ
ら
に
解
答
形
式
や
問
題
数

を
考
え
、
そ
れ
ら
を
記
述
し
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
は
、
テ
ス
ト
仕
様
書
に

基
づ
い
た
テ
ス
ト
作
成
の
前
の
青
写
真
で
す

（
P. 

22
図
４
）。
学
習
し
た
内
容
を
通
じ
て
育

成
を
目
指
し
た
資
質
・
能
力
を
偏
り
な
く
測

定
す
る
た
め
に
は
、
測
定
す
る
観
点
ご
と
に

出
題
す
る
単
元
や
問
題
数
を
適
切
に
調
整
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
テ
ス
ト
を
作
成
す
る
際
に

は
、
テ
ス
ト
仕
様
書
や
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
の

作
成
を
通
じ
た
検
討
を
重
ね
て
か
ら
作
問
を

開
始
し
ま
す
。
何
と
な
く
問
題
を
作
り
始
め
、

ま
す
。そ
し
て
、採
点
も
客
観
的
で
正
確
で
す
。

ど
の
よ
う
な
能
力
を
測
り
た
い
の
か
を
考
え
、

選
択
式
、記
述
式
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
（
図
２
）

を
生
か
し
た
テ
ス
ト
作
成
が
重
要
で
す
。

　
で
は
、「
よ
い
テ
ス
ト
」
は
、
ど
の
よ
う

な
手
順
を
踏
め
ば
作
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
こ
こ
で
は
、「
テ
ス
ト
仕
様
書
」「
ブ
ル

ー
プ
リ
ン
ト
」「
テ
ス
ト
問
題
作
成
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
３
つ
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
手
順

を
説
明
し
ま
す
。

　
テ
ス
ト
仕
様
書
は
、
ど
の
よ
う
な
特
性
の

テ
ス
ト
を
作
成
す
る
か
と
い
う
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
（
P. 

22
図

３
）。
目
的
や
対
象
者
、
測
定
す
る
領
域
や

※石井教授の提供資料を基に編集部で作成。

※石井教授の提供資料を基に編集部で作成。

「よいテスト」の要件図１

◉目的が明確であること

•テストで測りたい能力は何か
•その能力を測ることに意義はあるか
•何を問えば、その能力を測定できるか
•測るべき能力に含めるもの／含めないも
のは何か

◉適切に作成されていること

•測るべきものが測れるようになっている
か
•受検者集団に合ったテストになっている
か
•テスト仕様書・ブループリントを作成す
る（P.22図３、図４）
•テスト問題作成ガイドラインを利用する
•声に出して読んでみる
•忘れた頃に見直す

◉適切に実施されていること

•測るべき能力以外の要素が得点に影響し
ていないか
•テストの目的や評価方法を受検者が理解
しているか
•受検者が適切な応答をしているか

◉正しく採点されていること

•採点基準が合理的なものになっているか
•正答、誤答の根拠が明確に示されている
か
•採点者が採点基準を理解しているか
•採点基準に従って採点されているか

◉適切に運用されていること

•結果は理にかなったものになっているか
•公平公正な解釈、運用をしているか
•テストの目的は達成されているか
•拡大解釈、過度な一般化、目的外利用を
していないか

選択式問題と記述式問題の比較図２

•１問あたりの解答時間が比較的短い
•多くの項目を出題できるため、広い
領域をバランスよくカバーできる
•多くの項目を出題できるため、合計
点に対する１問あたりの影響が小さ
い
•採点が客観的、公平に行える
•採点が短時間で可能

•記述内容から多くの情報を
得ることができる
•解答のヒントとなる情報を与
えにくい
•当て推量で正解になること
はまずない
•思考過程が限定されない
•記述力・表現力を評価でき
る

選択式問題の強み 記述式問題の強み

テ
ス
ト
作
成
の
た
め
の

３
つ
の
ツ
ー
ル

定期考査は必要か？特集
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途
中
で
問
題
数
や
出
題
形
式
を
調
整
し
て
し

ま
う
と
、
出
題
者
が
作
り
や
す
い
問
題
ば
か

り
の
テ
ス
ト
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

　テ
ス
ト
仕
様
書
や
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
の
作

成
の
段
階
で
複
数
の
教
師
が
確
認
す
る
こ
と

で
、
よ
り
精
度
の
高
い
テ
ス
ト
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
若
手
の
教
師
が
作
成
し
た
テ

ス
ト
仕
様
書
な
ど
を
ベ
テ
ラ
ン
の
教
師
が
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、「
よ
い
テ
ス
ト
」
を

作
成
す
る
力
を
組
織
的
に
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　と
は
言
え
、多
忙
な
現
場
の
先
生
方
が
、定

期
考
査
や
単
元
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
度
に
、

テ
ス
ト
仕
様
書
や
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
を
作
成

す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
年
に
一
度
で
も
よ
い
で
す
か
ら
、

経
験
豊
か
な
教
師
と
キ
ャ
リ
ア
の
浅
い
教
師

が
、
一
緒
に
テ
ス
ト
仕
様
書
や
ブ
ル
ー
プ
リ

ン
ト
を
作
成
し
、
検
証
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
目
的
や
測
定
す
る
資
質・

能
力
、
問
題
形
式
な
ど
、
ブ
レ
が
あ
っ
て
は

い
け
な
い
テ
ス
ト
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
の
理
解
が
深
ま
り
、
そ
の
後
の
テ
ス
ト
の

質
が
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　テ
ス
ト
仕
様
書
や
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
が
完

成
し
た
ら
、
い
よ
い
よ
作
問
に
入
り
ま
す
。

そ
の
際
、
テ
ス
ト
問
題
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
P. 

23
図
５
）
の
活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　テ
ス
ト
仕
様
書
や
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
は
テ

ス
ト
の
全
体
構
成
を
定
め
る
も
の
で
す
が
、

テ
ス
ト
問
題
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
一
つ

ひ
と
つ
の
問
題
が
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
観
点
を
一
覧

に
し
た
も
の
で
す
。

　テ
ス
ト
問
題
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
る

際
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
示
さ

れ
た
指
針
や
指
標
は
す
べ
て
守
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
テ
ス
ト
の
目
的
や
測
り
た
い
資
質
・
能

力
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
示
さ
れ
た
ど
の
項
目
を
重
視
す
る
か

は
、
都
度
判
断
し
ま
す
。

　例
え
ば
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
は
、

複
数
の
テ
キ
ス
ト
の
中
か
ら
必
要
な
情
報
を

素
早
く
読
み
取
る
こ
と
を
求
め
る
問
題
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
問
題
を
テ
ス
ト

問
題
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
チ
ェ
ッ
ク

す
る
と
、
該
当
の
教
科
・
科
目
の
学
力
だ
け

を
測
る
問
題
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
情
報
を
取

捨
選
択
す
る
力
な
ど
、
様
々
な
資
質
・
能
力

を
テ
ス
ト
が
測
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
目
的
の
問
題
と
し
て

の
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

大
学
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
が
多
い
学
校
で

は
、
現
状
の
大
学
入
試
で
出
さ
れ
る
問
題
の

傾
向
を
踏
ま
え
て
校
内
テ
ス
ト
の
問
題
を
作

成
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
テ
ス
ト
問
題
作

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
「bad

（
悪
問
）」
と

し
て
い
る
問
題
を
あ
え
て
作
り
、
本
来
測
ろ

う
と
し
て
い
る
教
科
・
科
目
の
力
以
外
の
力

を
測
る
こ
と
も
現
実
に
は
起
こ
り
え
ま
す
。

た
だ
そ
の
際
に
も
、「
こ
の
問
題
で
測
ろ
う

と
し
て
い
る
力
は
何
か
」
を
見
極
め
て
、
テ

ス
ト
結
果
を
基
に
生
徒
に
学
習
改
善
の
助
言

を
行
っ
た
り
、
自
身
の
授
業
改
善
に
つ
な
げ

た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

※石井教授の提供資料を基に編集部で作成。

※石井教授の提供資料を基に編集部で作成。

テスト仕様書図3

ブループリント（テストの青写真）図４

項目 設定内容

テストの目的
１学期末の定期考査（総括的評価の材料と
する）

対象者 高校３年生（「化学」履修者）

測定する領域
「化学」の授業で扱った以下の単元

「化学基礎」全範囲、物質の状態と平衡、
物質の変化と平衡

測定する
資質・能力

知識・技能：用語記述など

思考力・判断力・表現力：事象の説明など

解答形式 短答式、論述式

所要時間 50分

問題数 30問

実施方法
用具：紙筆式

形態：集団実施

必要機材 特になし

採点のルール
短答式問題は１問３～４点、正誤評価

論述式問題は１問４点、段階評価

結果の利用
法

教師：総括的評価の材料にする

生徒：１学期の学習の振り返りに活用する

留意事項 ノート・教科書等の持ち込みは不可

項目
設定内容

小計
知識・技能 思考・判断・

表現

「化学基礎」全範囲 12 ２ 14

物質の状態と平衡 ６ ２ ８

物質の変化と平衡 ６ ２ ８

小計 24 ６ 30

テ
ス
ト
に
よ
っ
て

良
問・
悪
問
が
変
わ
る
こ
と
も
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　テ
ス
ト
で
ど
の
よ
う
な
問
題
を
教
師
が
出

す
か
、
そ
し
て
生
徒
が
そ
れ
に
ど
う
解
答
す

る
か
は
、
授
業
と
い
う
時
間
を
と
も
に
し
た

教
師
と
生
徒
と
の
「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
出
題

者
で
あ
る
教
師
の
意
図
が
正
し
く
受
検
者
で

あ
る
生
徒
に
伝
わ
る
こ
と
が
、
テ
ス
ト
中
は

も
ち
ろ
ん
、
テ
ス
ト
に
至
る
ま
で
の
授
業
の

場
面
に
お
い
て
も
重
要
で
す
。

　教
師
の
意
図
が
正
し
く
伝
わ
る
テ
ス
ト
を

作
成
す
る
た
め
に
、
テ
ス
ト
仕
様
書
や
ブ
ル

ー
プ
リ
ン
ト
、
テ
ス
ト
問
題
作
成
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、

そ
の
際
は
、
ぜ
ひ
校
内
の
先
生
方
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
自
分

が
作
成
し
た
問
題
を
、
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

前
に
ほ
か
の
先
生
に
見
て
も
ら
い
、
意
見
を

聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
作
問
に
関
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
の
あ
り
方
や
テ
ス
ト

結
果
の
評
価
の
方
法
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
点

で
の
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

＊石井教授の提供資料を基に編集部で作成。

■ガイドラインに基づく問題の修正例（「あてはまるものをすべて選べ」という問題を修正した例）

Badの問題では、すべて選べているかどうかという精度の低い評価となり、受検者の能力を適切に反映しに
くい。また、そのような問題形式は受検者を不安にさせ、受検者が能力を十分発揮できないという懸念もあ
る。そこでGoodでは、各選択枝を二値評価する問題に修正することで、測定の精度を高めている。

Q. 以下の選択枝の中から、金管楽器にあて
はまるものをすべて選びなさい。
A.	トランペット
B.	フルート
C.	ホルン
D.	トロンボーン
E.	サックス

正答：A、C、D
　　　（すべて合っている場合のみ得点を与える）

Bad
Q. 以下の各楽器について、金管楽器ならば○、金

管楽器でなければ×をカッコ内に書きなさい。
A.	トランペット	（　　　）
B.	フルート	 （　　　）
C.	ホルン	 （　　　）
D.	トロンボーン	（　　　）
E.	サックス	 （　　　）

正答：○、×、○、○、×　
　　　（正解数と得点	：	5(2点)、	4、3(1点）、	2、1、0(0点)）

Good

テスト問題作成ガイドライン図５

•問いたいことは何か、問題を解くために必
要な能力は何かが明確であること
•重要な事柄を問うこと。些末なことや一
般的過ぎる問いにならないこと
•正解が問題作成者の価値観に左右される
ような問いにならないこと
•特定の個人や集団に有利、または不利な
内容にならないこと
•ひっかけ問題にならないこと
•高次の能力を測る問題では、受検者にとっ
て新奇な素材を用いること

•言語レベルを受検者集団に合わせること
•教示文・本文・設問・選択枝（＊）・図表などの
記述量を必要最小限にすること
•教示文・本文・設問・選択枝・図表などの文言
をよく校正すること。ほかの人にも確認しても
らうのが望ましい
•教示文・本文・設問・選択枝・図表・解答欄な
どのレイアウトや大きさを適切にすること
•特に低学年の児童に対して、選択枝は行を変え
て1つずつ並べること
•空所補充問題について、文意が分からなくなる
ほどの空所を設けないこと•測りたい能力に見合った問題形式を用い

ること
•前の問題に対する解答が、後の問題の正
誤に影響しないこと
•「あてはまるものをすべて選べ」という設
問は避けること。使う場合は部分点を与え
ること
•読解力や思考力を測る記述式問題では字
数制限を設けないこと

•問いたいことは何か、どのような形式で解答し
たらよいかを明確・簡潔に書くこと
•本文や選択枝などのほかの部分を読まなくても、
設問部分だけで何を問われているかが分かること
•否定表現を使わないこと。もし使う場合は、太
字やアンダーラインで強調すること
•一部の受検者にしか分からないような暗黙の
前提を用いないこと

問
題
の
内
容

問
題
の
記
述

問
題
の
形
式

設
問
部
分

石井教授らが作成した「テスト問題作成ガイドライン」は、「問題の内容」「問題の形式」「問題の記述」
「設問部分」のほかに、「選択枝」「記述式問題の採点」についてもチェック項目を設けている。石井
教授の研究室のウェブサイトでは、すべてのチェック項目と問題の修正例（下図参照）が見られる。
https://www.educa.nagoya-u.ac.jp/~ishii-h/test_guideline.html

＊本記事では、日本テスト学会の表記に従って「選択肢」を「選択枝」と表記している。
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柏
木
　
皆
さ
ん
は
、
定
期
考
査
を
廃
止
し
て
単
元
テ
ス
ト
を

実
施
し
て
い
る
高
校
で
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
ま
し
た
。
３
人

と
も
中
学
校
時
代
は
定
期
考
査
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
高

校
で
定
期
考
査
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
日
々
の
学
習
へ
の

取
り
組
み
方
は
変
わ
り
ま
し
た
か
。

北
村
　
高
校
に
入
学
し
て
最
初
の
う
ち
は
、
単
元
ご
と
に
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
戸
惑
い
ま
し
た
。
で
も
中
学
校
の

時
の
よ
う
に
、
定
期
考
査
の
直
前
に
一
夜
漬
け
で
勉
強
す
る

よ
り
も
、
単
元
ご
と
に
理
解
度
を
確
認
し
た
方
が
、
授
業
で

学
ん
だ
こ
と
が
自
分
の
力
に
な
っ
て
い
る
と
、
次
第
に
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
単
元
テ
ス
ト
に
合
わ
せ
て
毎

日
計
画
的
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

松
田
　
単
元
テ
ス
ト
に
な
っ
た
こ
と
で
、
テ
ス
ト
の
回
数
自

体
は
多
く
な
っ
て
、
最
初
の
う
ち
は
負
担
に
感
じ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
、
中
学
生
の
時
よ

り
も
家
庭
学
習
の
時
間
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

六
串
　
部
活
動
で
遅
く
帰
宅
し
た
翌
日
に
単
元
テ
ス
ト
が
あ

っ
た
時
は
、
大
変
だ
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

単
元
テ
ス
ト
は
定
期
考
査
に
比
べ
て
出
題
範
囲
が
広
く
な
い

こ
と
に
着
目
し
、
隙
間
時
間
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ
て
こ
ま
め
に
勉
強
し

た
と
こ
ろ
、
単
元
テ
ス
ト
は
苦
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

柏
木
　
単
元
テ
ス
ト
の
よ
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
田
　
テ
ス
ト
の
実
施
回
数
が
多
い
の
で
、
１
回
の
テ
ス
ト

の
結
果
が
悪
く
て
も
、
２
回
目
、
３
回
目
の
テ
ス
ト
で
挽
回

が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

六
串
　
私
の
高
校
で
は
、同
じ
単
元
の
単
元
テ
ス
ト
に
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
Ｐ
． ４
〜
７
参
照
）。
例
え
ば
、

単
元
テ
ス
ト
の
前
日
ま
で
部
活
動
に
時
間
が
取
ら
れ
て
し
ま

い
、
そ
の
単
元
テ
ス
ト
で
納
得
の
い
く
成
績
が
取
れ
な
く
て

も
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
成
績
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
部
活
動
も
勉
強
も
頑
張
り
た
い
自
分
に
は
、
と
て
も
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

北
村
　
定
期
考
査
の
よ
う
に
、
短
期
間
に
い
ろ
い
ろ
な
教
科
・

科
目
を
勉
強
し
な
く
て
よ
い
と
こ
ろ
が
、
自
分
は
勉
強
し
や

す
く
て
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柏
木
　
反
対
に
、
単
元
テ
ス
ト
に
つ
い
て
「
こ
こ
は
ち
ょ
っ

奈良県立商業高校　会計科・３年生

北村桃
もも

佳
か

奈良県立橿
かし

原
はら

高校　普通科・３年生

松田昇
しょう

太
た

朗
ろう

岩手県・私立専修大学北上高校　普通科・３年生

六
む

串
くし

海
み

遥
はる

VIEW next 編集部 統括責任者 

柏木　崇

私
た
ち
に
と
っ
て「
テ
ス
ト
」
と
は

テ
ス
ト
が
生
徒
と
教
師
の
「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

定
期
考
査
の
廃
止
と
単
元
テ
ス
ト
の
実
施
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

単
元
ご
と
の
評
価
に
移
行
し
て
い
る
３
校
の
生
徒
が
、
定
期
考
査
の
な
か
っ
た
高
校
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

卒
業
年
次
生
と
し
て
思
う
「
テ
ス
ト
の
意
義
」
に
つ
い
て
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
統
括
責
任
者
の
柏
木
崇
と
語
り
合
っ
た
。

最
初
は
戸
惑
っ
た
単
元
テ
ス
ト
。

次
第
に
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い
て
き
た

高校生座談会
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と
…
…
」
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

松
田
　
単
元
テ
ス
ト
に
合
わ
せ
た
勉
強
の
習
慣
が
な
か
な
か

つ
か
な
く
て
戸
惑
っ
た
人
は
い
ま
す
。
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
た
り
、
友
人
と
一
緒
に
勉
強
し
た
り
し
て
、
早
く

慣
れ
る
こ
と
が
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

六
串
　
単
元
テ
ス
ト
が
1
日
に
複
数
回
あ
る
時
は
、
定
期
考

査
と
同
じ
よ
う
に
大
変
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

柏
木
　
定
期
考
査
の
方
が
よ
か
っ
た
点
は
あ
り
ま
す
か
。

六
串
　
中
学
生
の
時
に
、「
定
期
考
査
で
○
位
以
上
だ
っ
た
ら

お
小
遣
い
を
ち
ょ
う
だ
い
」
と
母
に
お
願
い
し
た
り
、
仲
の

よ
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
競
い
合
っ
た
り
し
た
の
は
楽
し
い
思

い
出
で
す
。

北
村
　
単
元
テ
ス
ト
は
自
分
と
の
勝
負
で
、
定
期
考
査
は
点

数
や
順
位
を
人
と
比
べ
や
す
い
テ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
３
人
と
も
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
は
単
元
テ
ス
ト
の
お
か
げ
で
す
か
。 

六
串
　
単
元
テ
ス
ト
よ
り
も
、
模
擬
試
験
が
終
わ
っ
た
後
な

ど
に
行
わ
れ
る
先
生
と
の
面
談
の
方
が
影
響
は
大
き
い
で
す
。

個
人
帳
票
の
具
体
的
な
数
字
を
見
な
が
ら
、「
化
学
の
こ
の
単

元
は
応
用
力
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
ね
」
な
ど
と
先
生
に
教

え
て
も
ら
う
こ
と
で
苦
手
な
単
元
に
気
づ
き
、
該
当
の
単
元

テ
ス
ト
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
苦
手
が
克
服
で
き
た
か
を

確
認
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

松
田
　
先
生
の
声
か
け
は
大
き
い
と
僕
も
思
い
ま
す
。
高
校

生
に
な
っ
て
少
し
ず
つ
家
庭
学
習
の
時
間
が
増
え
て
い
っ
た

の
は
、
先
生
が
折
に
触
れ
て
「
疲
れ
て
い
て
も
、
10
分
、
20

分
で
も
い
い
か
ら
毎
日
勉
強
す
る
こ
と
が
大
事
だ
よ
」
と
声

を
か
け
続
け
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
村
　
み
ん
な
で
勉
強
す
る
環
境
が
あ
る
こ
と
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
私
の
学
校
で
は
放
課
後
、
友
人
と
協
力
し
な
が

ら
簿
記
の
勉
強
に
取
り
組
め
る
環
境
を
先
生
た
ち
が
つ
く
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
勉
強
の
や
る
気
の
一
番
の

源
は
公
認
会
計
士
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
で
、
そ
の
や
る
気

を
、
友
人
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
維
持
し
て
い
ま
す
。

柏
木
　
定
期
考
査
が
単
元
テ
ス
ト
に
な
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
て
、
勉
強
の
や
る
気
を
高
め
る
た
め
に
大
事
な

も
の
は
ま
た
別
に
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
で
は
、
皆
さ
ん
に
と

っ
て
テ
ス
ト
と
は
ど
う
い
う
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。

北
村
　
私
に
と
っ
て
テ
ス
ト
は
、
夢
の
実
現
を
支
え
て
く
れ

る
も
の
で
す
。
テ
ス
ト
を
受
け
た
時
点
で
の
自
分
の
力
を
把

握
し
、
夢
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
テ

ス
ト
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

松
田
　
僕
も
単
元
テ
ス
ト
や
模
擬
試
験
で
今
の
自
分
の
力
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
で
も
、
大
学
入
試
本
番
に
向

け
て
、
不
安
も
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

六
串
　
大
学
入
試
の
こ
と
は
、私
も
不
安
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

学
校
の
テ
ス
ト
が
自
分
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
し
て
く
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。「
学
校
の
テ
ス
ト

で
よ
い
成
績
を
取
れ
た
の
だ
か
ら
、
本
番
の
テ
ス
ト
も
き
っ

と
大
丈
夫
」
と
、
自
分
の
実
力
に
自
信
を
持
っ
て
入
試
本
番

に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
希
望
進
路
を
実
現
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
が
あ
っ
て
、

そ
の
一
番
大
切
な
テ
ス
ト
に
対
す
る
不
安
を
、先
生
や
友
人
と

の
か
か
わ
り
、そ
し
て
学
校
で
受
け
る
様
々
な
テ
ス
ト
を
通
し

て
、少
し
で
も
軽
減
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。皆
さ
ん
、
進
路

実
現
に
向
け
て
、引
き
続
き
勉
強
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

V
I
E
W 

n
e
x
t
編
集
部 

統
括
責
任
者

柏
木
　崇

　
本
特
集
で
は
、「
定
期
考
査
は
必
要
か
」「
そ
の
答
え
は
、

ど
の
よ
う
な
点
を
考
え
れ
ば
出
る
の
か
」
と
い
っ
た
問
い

を
立
て
、
定
期
考
査
の
見
直
し
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
事
例
、

テ
ス
ト
研
究
の
専
門
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
そ
し
て
高

校
生
と
の
対
話
を
通
じ
て
考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
後
者
の
問
い
に
つ
い
て
は
、「
定
期
考
査
は
何
の
た
め

に
実
施
す
る
の
か
」「
そ
の
目
的
を
果
た
す
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
」
と
い
っ
た
、
自
校
の
定
期
考
査
の
目
的
の
確

認
と
現
状
の
把
握
が
答
え
の
１
つ
だ
と
考
え
ま
す
。
３
つ

の
事
例
で
も
、
自
校
で
育
て
た
い
生
徒
像
や
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
の
共
通
認
識
を
図
る
と
こ
ろ
か
ら
議
論
は

出
発
し
、
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
の
手
段
の
１
つ
と
し

て
、
定
期
考
査
の
廃
止
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
ま
し
た
。

　
自
校
の
定
期
考
査
の
目
的
や
現
状
を
考
え
る
こ
と
で
出

る
、
前
者
の
問
い
「
定
期
考
査
は
必
要
か
」
の
答
え
は
、

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
や
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
（
教
員

数
・
生
徒
数
、
生
徒
の
気
質
や
学
力
の
状
況
等
）
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
く
る
、
す
な
わ
ち
、「
存
続
」「
廃
止
」
ど
ち

ら
の
結
論
も
あ
り
得
る
と
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
結

論
あ
り
き
で
は
な
い
、
学
習
評
価
の
本
質
に
立
ち
返
っ
た

議
論
を
、
校
内
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

テ
ス
ト
は

夢
や
進
路
の
実
現
を
支
え
て
く
れ
る
も
の

定
期
考
査
の「
存
続
」「
廃
止
」の

結
論
あ
り
き
で
は
な
い
議
論
を

本
特
集
を
振
り
返
っ
て

定期考査は必要か？特集
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